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第 1 章 
「存在」のレベル 

 
 私たちは一体何者か？どこから来たのか？どこに行くのか？私たちの目的は？なぜ私たちは

生きているのか？ 
 間違って「人」と呼ばれている、みじめな「知的な動物」は、物事を知らないだけでなく、

知らない、という事実さえも知らない。 
 最悪なのは、私たちが置かれているこのとても奇妙で困難な状況である。私たちは自らの悲

劇すべての隠された原因を無視し、すべてを知っていると確信している。 
 「理性を持つ動物」、言い換えると、人生のすべてに影響を及ぼすことができると信じてい

る人物を、サハラ砂漠の真ん中に連れて行き、すべてのオアシスから遠い場所に置き去りにし、

何が起こるかを観察してみよう・・・。 
 結果は明らかである。「知的なヒューマノイド」は、自分が強者であり、男らしいと信じて

いるが、本当は恐ろしいほどか弱い。 
「理性を持つ動物」は百パーセント馬鹿者である。彼は自分の素晴らしさに自惚れおり、幼稚

園、マナー、小学校、中学校、大学、模範的な父親などへと素晴らしい成長を遂げると信じて

いる。 
しかし、そのだいそれた教育、マナー、肩書、収入にも関わらず、ちょっとした腹痛が私た

ちを苦しめ、心の奥底では不幸、悲惨であり続けることは周知のことである。私たちが大昔の

未開人のままで、進化するどころかより逆に退化していることは、世界の歴史を読むだけでわ

かる。 
戦争、売春、世界中に広がる性的退廃、麻薬、アルコール、想像を超えるような残虐行為、

極悪非道などの 20 世紀の光景は、私たちが直面しなければならない鏡であり、より発展したな

どとは、とても言える状態ではない。 
時間がたてば進化する、などと考えるのは馬鹿げている。残念なことに、「学んだ無知者た

ち」は「進化論」にいまだ縛り付けられている。 
人類の「暗い歴史」のページは、どの時代も変わることなく醜悪な残虐行為、野望、戦争で

彩られている。 
しかし、「超進化した」現代の人類は、戦争が取るに足らないもので、私たちの賞賛される

べき「近代文明」とはなんの関係もない、一時的な事故のようなものだ、と確信して疑わない。 
重要なのは、私たち一人ひとりの在り方である。酒飲みになる者がいれば、禁酒する者がい

て、正直者がいれば恥知らずがいる。人生には様々な者がいる・・・。 
人類とは、個人の集合体であり、個人の在り方が大衆、政府の在り方なのである。 
また大衆は個人の延長である。大衆や国々の変化は、個人－各人―の変化がなければ不可能

である。 
様々な社会的な階級が存在することは誰も否定できない。宗教家、売春に入れあげる者、商

売人や農夫などなど。 
同様に、「存在」の様々なレベルも存在する。高貴であるか、けちくさいか、高潔であるか、

ずる賢いか、暴力的であるか穏やかか、純潔なのか情欲的か、私たちの中身によって、人生の

様々な状況を引き寄せる。 
情欲的な者は常に好色なドラマを呼び、淫らな悲劇に巻き込まれることも、当然あるかもし

れない。酒飲みは酒飲みを引き付け、常にバーや飲み屋に入り浸っているだろう。これは明ら

かなことである。 
高利貸しは何を引き付けるだろうか？エゴイストか？数々の問題、刑務所だろうか？妬みだ

ろうか？とはいえ、人生に疲れ果て、苦汁を飲んだ者は自分を変え、新しい人生を始めたいと

願っている。 
なんて不幸な人々だ！彼らは変わりたいのにその方法、すべを知らず、まったく袋小路の状

態だ。 
昨日起こったことはまた今日起こり、明日も起こる。人々は同じ間違いを犯し、雷に打たれ

ようとも人生の教訓を学ぶことはない。 
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人生で起こることはすべて繰り返される。同じこと言い、同じことをして、同じことに文句

を言う。 
このつまらないドラマ、喜劇、悲劇の繰り返しは、怒り、貪欲、情欲、嫉妬、プライド、怠

惰、大食などの望ましくない要素を持ち続けている限り、続く。 
私たちの道徳的水準、つまり、「存在のレベル」はどこにあるのか？「存在のレベル」が変

わらない限り、悲劇、ドラマ、不運は繰り返す。 
私たちの周り、世界で起こる状況はすべて、例外なく、私たちが内に抱えているものの反映

でしかないのだ。 
「外面は内面の反映である」と断言できる。私たちの内面が変わり、その変化が根本的であ

れば、人生の外面的状況も変化する。 
最近（1974 年）、近辺の土地を占領している人々のグループを観察してみた。ここメキシコ

では、彼らはを「パラシュート部隊」と呼んでいる。 
彼らは「カンペストレ」とよがれるチュルブスコ地区に近接しており、私の家の近くでもあ

ったため、彼らを近くで観察することができた。貧乏は決して犯罪のせいではなく、彼らの

「存在のレベル」によるものである。 
彼は毎日のように喧嘩をし、酔っ払い、お互いにののしりあい、同じく不運な同志を殺し、

愛もなく憎しみが渦巻く汚い小屋に住んでいる。 
私は何度も、彼らから憎しみ、怒り、情欲、酒飲み、ののしり、残酷さ、エゴイズム、中傷、

ねたみ、うぬぼれなどを取り去ることができたなら、当然、これまでとは異なった種類の人々

を引き付けるだろう、と考えた。単に、「親和性の法則」によってだけでも、彼らはより洗練

された、よりスピリチュアルな人々と知り合い、それによって経済的にも、社会的にも、変化

していくだろう。 
このようにして、彼らはあの「豚小屋」、「下水道のような家」から出ることができるのだ。 
根本的な変化を求めるのであれば、私たちはまず、黒人、白人、黄色人種、無学であろうが、

学識があろうが関係なく、人はみな、「存在のレベル」が異なるということを理解しなければ

ならない。 
私たちの「存在のレベル」はどこにあるのか？これについて考えてことがあるだろうか？自

分自身の「存在のレベル」を知らなければ、次のレベルへ移動することは不可能である。 
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第 2 章 
すばらしい階段 

 
私たちは、この退屈なマンネリ、この完全に機械的でうんざりする人生からの脱出、真の変

化を切望しなければならない。そのためにまず理解しなければならないのは、中産階級であろ

うが、労働者階級であろうが、金持ちであろうが、貧乏であろうが、人間一人ひとりに、それ

ぞれの「存在のレベル」があるということだ。 
アルコール中毒者の「存在のレベル」は、当然、禁酒家とは異なり、売春婦のレベルは乙女

のそれとは異なる。これは反論することができないことだ！ 
この章まで読み進んだ読者には、下から上へと伸びる無数の段のある階段を想像するのも難

しくないだろう。 
疑いの余地なく、私たちはその階段のどこかにいる。一つ下の段には、私たちより悪い状況

にいる人が存在し、一つ上の段にはより良い状況にいる人が存在する。 
このすばらしい垂直線、このすばらしい階段上に、すべての「存在のレベル」がある。人は

それぞれ異なり、それは明らかだ。 
疑いの余地なく、ここで話しているのは顔の醜さや美しさではない。また、年齢の問題でも

ない。若者も年寄りも、死期が近くなった老人もいれば、新生児もいる。 
誕生、成長、結婚、出産、年を取ること、死などの時間や年齢の問題は、水平線上だけのも

のである。 
「すばらしい階段」、垂直線には、時間の概念は当てはまらない。そのはしごの段には、

「存在のレベル」のみが存在する。 
人の機械的な希望は何の意味もなさない。人々は時間と共にすべてがよくなると思っている。

私たちの祖父母、祖先もそのように考えてきた。しかし、事実はその逆を示している。 
重要なのは「存在のレベル」であり、これは垂直である。私たちはその段の一つにいて、も

う一段登ることができるのだ。 
これこそが「存在のレベル」を表す、これまで話してきた「すばらしい階段」であり、水平

線上の時間とは何の関係もない。 
もう一つ上の「存在のレベル」は、一瞬一瞬、私たちのすぐ上に存在する。それは水平線上

の遠い未来ではなく、今、ここ、私たちの内、垂直線上に存在する。 
明らかで誰でもわかるように、この、水平、垂直の 2 本の線は、私たちの心理の中に一瞬一

瞬存在し、十字を形作る。 
パーソナリティ（人格）は人生の水平線上で成長し、展開し、それはその水平線上で生まれ、

死ぬ。つまり、パーソナリティは死ぬものであり、死人のパーソナリティに未来はない。パー

ソナリティは魂ではない。 
「存在のレベル」、「存在」それ自体は、時間に属していない。したがって水平線とは何の

関係もない。魂は、今現在、私たち自身の内部の垂直線上にある。 
自分の「存在」を自分の外に探すのは明らかに馬鹿げている。 
すると、次のことが明らかになるだろう。肩書、学位、昇進などの、私たちの外部に存在す

る物質世界における評価は、真の昇華、「存在」の再評価、「存在のレベル」を上るための通

り道を作り出すことは決してない。
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第 3 章 
心理的な反逆 

 
読者に皆さんには、私たちの内に、数学的な点が存在することを思い出していただきたい。

疑いの余地なく、その点は過去、将来のどちらにに存在するものでもない。 
その神秘的な点を見付けたい者は、一瞬後でも、一秒前でもなく、一秒後でもなく、今、こ

こで、自分の内面を探さなければならない。 
聖なる十字の垂直、水平の 2 本の木はここで交わる。 
私たちは、一瞬一瞬、水平、垂直のその 2 本の道の前にいる。 
水平の道はとても「平凡」な道であり、「大衆」、「町の人々やその他」みんなが歩く道で

ある。 
垂直線が異なるのは明らかである。それは英知ある反逆者たちの道、革命家たちの道である。 
自らを忘れまいと思う時、自らの欠点に対して働きかける時、人生の問題や思考に執着しな

くなった時、人は垂直の道を歩き始める。 
私たち自身の人生、様々な問題、仕事、負債、支払い、住宅ローン、電話、水、光熱費など

の問題から離れ、ネガティブな感情をなくすことは明らかにたやすいことではない。 
様々な理由で肩書や仕事自体を失った失業者は、金がなくて苦しみ、自分のおかれている状

況を忘れ、そこにある問題に対して不安や心配をしないことは実際ひどく難しい。 
苦しんでいる人、泣いている人、他人の裏切り、恩知らずな行為、中傷、詐欺などの問題の

渦中にある人々は、問題の中に埋もれてしまい、自己、自分の内なる「真なる存在」を忘れて

しまい、完全に、その悲劇に同一化してしまう。 
自分自身に働きかけることは垂直の道の根本的な特徴である。自らに働きかけることなく、

誰もこの偉大な革命の道を進むことはできない。 
ここでいう働きかけとは心理的なものを指している。私たちがいるこの瞬間の絶対的な変化

であり、私たちは一瞬一瞬を生きることを学ぶ必要がある。 
例えば、感情的、経済的、政治的なある問題により希望を失ってしまった人は、明らかに自

分自身を忘れてしまっている。 
こういう場合は、一瞬立ち止まり、状況を観察し、自分を忘れないようにし、自分の態度の

意味を理解する努力をすることだ。 
少し回想してみれば、全てが過ぎ行くものであり、人生は幻想ではかない夢のようなもので

あり、死によりこの世界の全ての虚栄は灰になると考えれば・・・。 
自分の問題が、取るに足らないものであり、風前の灯であると深く理解したら、すべてが変

化して見えることに驚くだろう。 
機械的な反応の変換は、論理的な照合と「内なる存在の自己回想」によって可能である。 
人生における様々な状況に対し、人々が機械的に反応することは明らかである。 
哀れな人々よ！彼はどんな場合でも犠牲者となる。誰かにお世辞を言われれば微笑み、のの

しられたら苦しむ。侮辱されたら侮辱し返し、傷つけられたら傷つけ返す。彼らは決して自由

ではない。喜びから悲しみ、希望から失望へと、他人の思うがままである。 

水平線を歩く人は、ちょうど他人がその時引いた音で響く、楽器のようなものである。 
この機械的反応を変えることを学んだ人は、事実上、垂直線に入ったと言えよう。 
これは、最終的に「心理的な革命」の素晴らしい結果をもたらす、私たちの、「存在のレベ

ル」における根本的な変化を意味する。 
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第 4 章 
エッセンス（「本質」） 

 
生まれたばかりの赤ん坊が美しく、愛くるしいのはそのエッセンス（「本質」）があるから

だ。それ自体がその赤ん坊の真の現実を形成する。すべての生物において、エッセンスの成長

は初歩的である。 
人間の体は種の生物的法則に沿って成長するが、エッセンスに対するその可能性はとても限

られている。 
疑いの余地なく、エッセンスはそれ自体、支援なしではほんの少ししか成長できない。 
もっとはっきり言うと、エッセンスの自然で自発的な成長は、人が 3 歳から 5 歳の間、つま

り最初の段階にのみ可能である。 
人は、エッセンスの成長が、進化の法則に沿って継続的に起こると考えるが、普遍的グノー

シス主義は明確に、そうではないと教える。 
エッセンスのその後の成長には、非常に特別なことが起こらなければならず、新たなことが

実現されなければならない。 
ここで強調して言いたいのは、自らへの働きかけについてである。エッセンスの成長は、意

識的なワークと自発的な苦しみを通してのみ可能である。 
このワークとは、銀行員、大工、事務員などの仕事とは全く関係ないことを理解していただ

きたい。 
このワークは、すでにパーソナリティを発達させた全ての人のためのものであり、心理的な

ものである。 

私たちは皆、内に「エゴ」、「我
が

」、「私自身」、「自分自身」と呼ばれるものを抱えてい

る。 
残念ながら、エッセンスはエゴの中に閉じ込められており、これは悲しいことだ。 

心理的「我
が

」を絶滅させること、望ましくない要素を溶解させることは不可欠、緊急であり、

一刻も遅らせることはできない。これが自らに対するワークの真の意義である。 

まず心理的「我
が

」を溶解することなく、エッセンスを解放することはできない。 
エッセンスの中に、宗教、仏陀、知恵、天にまします聖なる父の苦痛の粒子、「存在の自己

実現」のために必要なすべてのデータが存在する。 
最初に私たちが内に抱える非人間的な要素を消滅させないことには、心理的「」を絶滅させ

ることはできない。 
行動の隠れた理由となる嫉妬、人生を苦渋に満たす忌まわしい貪欲さ、多くの悲劇の原因と

なる悪意、アルコール中毒、醜さを振りまく情欲などの現存する、恐ろしい残酷さを灰にしな

ければならない。 
これらすべての忌まわしいものが宇宙の灰となるにつれ、エッセンスはより輝き、成長し、

調和をもって発達していく。 

明らかに、心理的「我
が

」が死を迎える時、エッセンスがその光輝く姿を現す。エゴから解放

されたエッセンスこそが、私たちに内なる美しさを与え、その美しさから、完ぺきな幸福と真

の愛が輝きを放つ。 
エッセンスには複数の完ぺきな感覚と自然の素晴らしい力がある。 

 「自分自身」を消滅させ、心理的「我
が

」を溶解させることで、私たちはエッセンスの貴重な

感覚と力を満喫することができるのだ。 
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第 5 章 
自己非難 

 
私たち一人ひとりが内に持つエッセンスは高いところ、天、星々からやってくる。すばらし

いエッセンスは、明らかに「ラ」の音（天の川、私たちが住む銀河）から来ている。貴重なエ

ッセンスは「ソ」の音（「ＳＯＬ（＊訳注：スペイン語で「太陽」の意）」を通り、そして

「ファ」の音（惑星の領域）を通ってこの世界に入り、私たちの中に入ってくる。 
 私たちの肉体の両親は星々からくるこのエッセンスの受け皿としてこの体を作ったのだ。 
 自分自身に対する絶え間ないワークと隣人のための犠牲により、私たちは勝利をかかげ、

ウラニアの深い胸の内に戻ることができる。 
私たちはなんらかの目的のため、何かのため、特別ななんらかの要素のためにこの世界に住

んでいる。 
私たちが自分自身について、自身の人生について知りたいと本当に思うのならば、明らかに、

私たちの内には観察し、研究し、理解しなければならないものが無数に存在する。 
生命の目的を知らずに死んでいく人々の一生は、悲劇そのものである。私たちは一人ひとり、

この悲しみに囚われたままの自分自身の人生の意味を自らで見つけ出さなければならない。 
明らかに、私たちの内には人生を苦渋に満ちたものにする何かが存在し、私たちはそれと、

着実に戦っていかなければならない。 
不運の中にい続ける必要はなく、私たちをか弱く、不運にさせるその何かを宇宙の塵にする

ことが緊急である。肩書、名誉、学位、財産、主観的合理主義、周知の美徳などで思い上がっ

ても何の役にもたたない。 
偽善と偽のパーソナリティの愚かな虚栄は、私たちを無神経で鼻持ちならず、怠惰で判断の

甘い、新しいものを見ることができない者にすることを忘れてはならない。 
死は、ポジティブと共に、ネガティブの意味を持つ。偉大なカビール・イエス・キリストの

すばらしい観察を思い出してみよう。「死人は死人に埋めさせよ。」多くの人は、生きていた

としても、自らに対する可能な全てのワークに関し、つまり、内なる変換の可能性は死んでい

る。 
これらの人々は教訓や信仰にとらわれ、たくさんの「昨日」の記憶に結晶化している。先祖

からの偏見にしがみつき、驚くほど平凡で、誰かが話していたというだけで、真実であると確

信し自分が「知識人」だと考える人々である。 
このような人々は、この世界が私たちの内に抱える隠された醜さを排除することができる、

「心理的道場」であるということを理解しようとは、決してしない。 
この哀れな人々が、自分たちがいる悲惨な状態を理解したら、恐れおののくだろう。しかし、

この人々は常に自分は素晴らしいと考えているものである。自らの美徳を自負したり、自分が

完全、親切で、人助けをし、高貴で慈悲深く、頭がよく、義務を果たす良心的な人だと思い込

んでいる。 
日常の人生は学校としてはすばらしいが、それ自体を目標だと考えることは馬鹿げている。 
人生自体を、毎日生きているだけの者は、「根本的な変換」を遂げるために自らに働きかけ

る必要性を理解していない。残念なことに、人々は機械的に生き、内面のワークについてなど

考えもせず、耳を貸すこともない。 
変化が必要である。しかし、人々はどうやって変化するかも知らず、ひどく苦しみ、その苦

しみの理由も知らない。 
金持ちであることがすべてではない。多くの金持ちの人生は、時にとても悲劇的である。
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第 6 章 
人生 

現実の人生において、常に驚くべき矛盾がある。巨大な家と多くの友達を持つ富裕な人が、

時にひどく苦しんでいたりする。そしてその日暮らしの労働者や中級階級の人々の方が、ずっ

と幸せな生活を送っていたりする。 
億万長者の多くは性的に無能であり、その妻たちは夫の不貞に苦しみの涙を流す。 
金持ちは最近は「ボディガード」なしでは生きられず、黄金のカゴに入ったハゲタカのよう

だ。 
政治家も決して自由ではなく、どこに行くにも、全身武装した人たちに囲まれている。 
この状況をより注意深く考えてみよう。私たちは人生とは何かを知らなければならない。人

は皆、自由に考える権利がある。 
誰が何と言おうが、本当のことを知る者は誰もいない。人生は誰も理解できない問題なのだ。 
誰かに尋ねられたわけでもないのに人が自らの人生の話をする時、出来事や名前、姓、日付

などを話し、とくとくと語ることで大満足する。 
これらの哀れな人々は、出来事や名前、姓は映画の外面的な一側面でしかなく、内面が欠け

ていることに気付かない。 
「意識の状態」を知ることは緊急である。出来事にはそれぞれ、異なる精神的な状態がつき

ものだ。 
状態は内的で出来事は外的であり、外的な出来事の話だけがすべてではない。 
機嫌が良かったり悪かったり、心配、鬱、迷信、恐怖、疑い、慈悲深さ、自尊心、自己欺瞞、

幸せに感じたり喜びを感じたり、といったことが内的な状態だと理解していただきたい。 
これらの内的な状態は、明らかに、外的な出来事にそのまま反映されたり、またその出来事

によって生まれたり、時にはまったく関係がなかったりする。 
どちらにせよ、状態と出来事は異なる。出来事がいつも、同様の状態を反映するとは限らな

い。 
喜ばしい出来事が起こった時に、それを反映する気分になるとは限らない。 
悲しい出来事が起こった時に、それを反映する気分になるとは限らない。 
外的な出来事と同時に起こるべき、それを反映する内的な状態が欠けている。 
よく、予期していなかった出来事が最高の瞬間をもたらすこともある。
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第 7 章 
内的な状態 

 
内的な状態を外的な出来事と正しく組み合わせることが、賢く生きる方法である。どんな出

来事でも、賢く体験するには、それに対応する特定の内的な状態が必要である。 
しかし、残念なことに、自らの人生を振り返る時、人は外的な出来事がすべてを構成してい

ると考える。 
哀れな人々よ！ある出来事が起こらなければ、人生はましだったろうに、と思い込んでいる。 
運に見放され、幸せになる機会を逃したと考える。 
失ったものを嘆き、かつて軽蔑したものを懐かしがり、昔のあやまちや災難を思い出して泣

きわめく。 
成長するだけが生きることではなく、意識的に存在する能力は、魂の内的な状態の質だけに

よることを理解したがらない。 
もちろん、人生の外的な出来事がどれほど美しいものであったとしても、私たちがそれに対

応する内的な状態でなければ、関係がない。最高の出来事はおうおうにして単調で、退屈なも

のとなる。 
例えば、誰かが結婚式を待ち焦がれているとしよう。これは特別な出来事だが、その彼はあ

る瞬間をあまりに心配しすぎて、神経質になってしまい、結婚式を楽しむことができず、すば

らしい日であるはずが、無味乾燥な形だけの儀礼で終わってしまったりする。 
自分自身の体験から、私たちは大宴会や舞踏会に参加する全員が真に楽しんではいないこと

を知っている。 
パーティの最も盛り上がっている時に退屈している人が一人や二人はいるものだし、素晴ら

しい音楽でも、それを聞きながら楽しんでいる人もいれば、その隣で泣いている人がいる。 
外的な出来事とそれに対応する正しい内的な状態を意識的に組合わせることができる人は大

変少ない。 
悲しいことに、人は意識的に生きる方法を知らない。彼らは笑うべき時に泣き、泣くべき時

に笑う。 
これはコントロールすることとはまた違う。賢者は幸せであっても、決して熱狂したりせず、

悲しいときでも決して絶望したり、卑屈になることはない。暴力の真っただ中にあろうとも冷

静を保ち、騒ぎの中でも我を失わず、情欲の中でも貞節を守る。 
絶望的な人や卑屈な人は、人生を最悪なものとみなして、生きる希望を失ってしまっている。 
毎日、不幸せなだけでなく、さらにひどいことに、他の人の人生を不幸にしてしまう人がい

るのを見る。そのような人々は、毎日パーティに出かけて行って過ごしたとしても変わらない

だろう。彼らは内に心理的な病いを抱えているのだ。そのような人の内的な状態は有害である。 
しかし、そのような人々に限って、自分を公正で、美徳家で、品位が高く、親切であると思

い込んでいるものである。彼らはきわめて自尊心が高く、自己愛にどっぷり浸かっている。 
自分を憐れみ、いつも逃げ道を探している人がいる。 
そのような人々は、下等な感情に慣れており、その直接的な結果として、毎日非人間的な心

理的な要素を作り出す。不幸な出来事、逆境、悲惨な出来事、負債、問題などは生き方を知ら

ない人のみにつきまとうものだ。 
知的な、表面的な知識を身に着けようとする人は多いが、正しく生きる方法を学ぶ人はとて

も少ない。 
外的な出来事を意識の内的な状態から切り離そうとする人は、品位をもって生きることがで

きていないことは明らかである。 
外的な出来事と内的な状態を意識的に組み合わせる方法を学んだものは、成功の道を歩むだ

ろう。 
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第 8 章 
あやまった心理状態 

 
「自分自身」の厳密な観察において、日常生活の外的な出来事と意識の内的な状態とを、ロ

ジカルに、完全に区別することは必要不可欠であることは言うまでもない。 
ある瞬間に、その時の自分の内面の意識の状態、またその時に起こっている外的な 
出来事がどのようなものかと同時に、自分がどんな状態にあるのかを知ることは急を要する。 
人生とは、時間と空間の中で経過する出来事の連続である。 
「人生は人の魂の中でもつれる、苦しみの連鎖である。」と言った人がいた。 
人がそれぞれどう考えようとその人の自由である。ただ筆者は、過ぎ去る一瞬のはかない喜

びには、常に失望や苦しみがつきものであると信じる。 
出来事にはそれぞれ独特の後味があるように、内的な状態も明らかに、それぞれ違っている。 
これは議論の余地のない、明白なことである。 
自己に対する内的なワークとは確かに、意識の様々な心理的な状態のことを指す。 
私たちの内面には無数のあやまちがあり、あやまった状態が存在することは誰も否定するこ

とはできない。 
心より真の変化を願うならば、一刻の猶予なく、今すぐにそれらの間違った心理状態を改め

る必要がある。 
あやまった状態を徹底的に改めるには、日常生活における完全な変化がそのベースとなる。 
あやまった状態に真剣に働きかけることにより、人生の不快な出来事で傷つくことがなくな

ることは明らかである。 
ここで言っていることは、実際に行動し、体験してのみ理解することができることである。 
自分自身に働きかけない人は、嵐の海にただようあわれな棒きれのように、常に周囲の状況

に左右される被害者である。 
出来事は絶え間なく、その組み合わせを無数に変え、その影響は波のように押し寄せる。 
出来事の中には、良いものも悪いものもある。他よりも良い出来事や悪い出来事が存在する。 
ある出来事を改善することは可能である。もたらされる結果を変え、状況を改善することは、

確実に、可能なのだ。 
しかし実際、変えられない状況というのも存在する。その場合は、時には、危険だったり、

心の痛みを伴うものがあったとしても、意識を持ってその状況を受け入れる必要がある。 
明らかに、問題が現れた時にそれにとらわれてしまわないことで、心の痛みは消え去るもの

である。 
私たちは、人生とは内面の心理状態の連続したものであるととらえなければならない。 
私たち自身の実際の一生は、この心理的な状態によって形作られているのだ。 
私たち自身の存在全体を振り返ると、多くの不快な状況はあやまった内面の状態により作ら

れていることが直接、自分自身で確証することができる。 
アレキサンダー大王は生まれつき温和な性格であったが、プライドが高すぎて、それにより

死に至った。 
フランシスコ 1 世がみだらで忌まわしい姦通罪が原因で命を落としたことはいまだに歴史に

残る事実である。 
マラーが悪意を持つ尼僧に殺された時、最後まで自分は絶対に公正であると信じて疑わず、

思い上がりと羨望心に満たされたまま命を落とした。 
富と権力にむらがる女性たちが、一人の「女たらし」の生命力を完全に奪い取ってしまった

ことは明らかである。その「女たらし」とは、ルイ 15 世である。 
野望、憤怒、嫉妬により命を落とした人は数多く、それは心理学においては有名な話である。 
私たちの意志が、間違った方向に取り返しのつかないほど行き過ぎると、墓場行きの候補者

の一人となる。 
オセロは、嫉妬により暗殺者に転じた。刑務所は誠実でありながら、間違いを犯した人たち

であふれている。 
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第 9 章 
個人的な体験 

 
あやまった心理的な状態を見付けようするなら、まずは完全な「自分自身」の内面の観察を

すぐにでも行わなければならない。 
あやまった内面の状態は正しい過程により改善することができることは明らかである。 
内面的生活は、外面の出来事を引き寄せる磁石のようなものであるから、まず 1 番に急を要

することは私たちの心理からあやまった心理的な状態を取り除くことである。 
望ましくない出来事を根本的に変えたいなら、あやまった心理状態を改善することが必要不

可欠だ。  
ある出来事と私たち自身との関係性を変えることは、内面の、馬鹿げた心理状態を取り除く

ことによって可能になる。 
破壊をもたらす外的な状況でも、あやまった内面の心理状態を賢く改善することによって、

無害になるばかりか、建設的に変えることさえもできる。 
私たちに起こる不快な出来事も、内面的に浄化することによって、自分自身でその質を変え

ることができるのだ。 
自分が強いと信じ、自分の馬鹿げた心理的な状態を正さない者は、周囲の状況の犠牲者とな

る。 
心から不幸な人生の方向性を変えたいと願うなら、内面の家の整理をすることが不可欠であ

る。 
人生を変えたいと望む者は、何事にも文句を言い、苦しみ、泣き、抵抗し、人生を変えるた

めに自らのいる不幸な状況を捨てるが、自らに働きかけることはない。 
内面の生活が外的な状況を招き、その状況が心を痛める時、馬鹿げた内面の状態によるもの

だとは気づくことがない。 
外面は内面の反映であり、内面を変えると新しい秩序がもらされる。 
外面の出来事よりもさらに大切なことは、それに対してどのように反応するかである。 
侮辱的な言葉を言ってくる人に対して冷静でいられたか。友人の不愉快な言動を心温かく見

守ることができたか。 
愛する者の裏切りに、どのような反応をしたか。嫉妬の毒におぼれてしまったか。相手を殺

してしまったか。今は刑務所にいるのか？ 
病院、墓場、監獄と、いたるところに、外面の出来事に馬鹿げた反応をしてしまった、まじ

めでありながら大きな間違いを犯してしまった人が多くいる。 
人生において手にすることのできる最良の武器は、正しい心理状態である。 
野獣に武器を捨てさせることや、裏切り者をあばくことも、その場に適した内面の状態によ

って可能となる。 
あやまった内面の状態により、私たちは人による邪悪な行為の無謀にな犠牲者となる。 
日常生活の最も不愉快な出来事に、ふさわしい内面の状態で立ち向かうようにすること。 
どのような出来事が起ころうとも、それに心を囚われないようにしなさい。何事も過ぎ去る

ものであるということを忘れずに、人生を映画として見ることにより、 
いい結果につながるだろう。 

常に忘れてはいけないのは、つまらない出来事でも、心理の内面のあやまりを取り除かない

限り、あなたを不幸に導くことがあるということである。 
明らかに、外的な出来事それぞれに対して、ふさわしい「鍵」、つまり、正しい心理的な状

態が必要なのである。 
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第 10 章 
さまざまなエゴ 

 
間違って「人」と呼ばれている「理性を持つヒューマノイド」は、真の意味での個性を持ち

合わせていない。この「ヒューマノイド」の心理的統一の欠如が、多くの困難や、悲劇の原因

であることは明らかだ。 
病んだ肉体は別として、肉体は完全な一単位として、有機的に統一された全体として働く。

しかしながら、ヒューマノイドの内部の状態は、心理的な統一からは程遠い。 
秘教主義まがいやオカルト主義まがいの学校がどう言おうとも、最も深刻なのは、一人ひと

りの内部における、心理的な構成の欠如である。 
確かに、このような状態では、単一としての調和のとれた内面生活は不可能である。 

この内面の状態から見ると、ヒューマノイドは心理的に多様、「エゴ（我
が

）」の合計である

と言える。 

この暗闇の時代における無知な学者たちは「エゴ（我
が

）」を礼賛し、祭壇に祭り上げ、「オ

ルター・エゴ」、「優秀なエゴ（我
が

）」、「神聖なエゴ（我
が

）」などという名で呼ぶ。 

これらの学者たちは、「優秀なエゴ（我
が

）」も、「劣等なエゴ（我
が

）」も、どちらも同じ、

複数のエゴの一部であるということを理解しようとしない。 

実は、ヒューマノイドは「永続的な我
が

」ではなく、数多くの非人間的で愚かなエゴ（我
が

）の

塊なのである。 
間違って「人」と呼ばれている哀れな知的な動物は、ちょうど、主人の代わりに多数の召使

いたちがそれぞれ勝手に命令し合ったり、気が向いたことだけをやっている、秩序のない家に

似ている。 
秘教まがいやオカルト主義まがいの学校の最大の間違いは、はじめも終わりもなく、「永遠

に死ぬことなく永続するエゴ（我
が

）」を人が持っていると勘違いしていることだ。 
そのように考える人が、もし一瞬でも意識を目覚めたとしたら、理性を持つヒューマノイド

は決して長時間、同じ状態ではいられないということを、自分で体験することができるだろう。

彼の心理状態は常に変化している。 
ルイスと呼ばれる人が、いつでも同じルイスであると考えるのは、悪い冗談である。 

このルイスと呼ばれる人は、彼の内部に、例の複数のエゴ（我
が

）を持ち、それらのエゴ（我
が

）

は、彼の人格を通して自らを表現する。ある瞬間には、たとえルイスがそれを欲していなくて

も、他のエゴ、例えば金銭欲が表に出ると、一瞬前のルイスとは別人になる。このように人は、

誰一人として、変わらずに同じ状態を続けられる人はいない。実際、そのような矛盾や無数の

変化に完全に気付くのに、そうたいした知恵はいらない。 

だから、誰かが「永続的なエゴ（我
が

）」を持っていると考えるなら、それは当然他人に対し

ても、自分自身に対しても、間違いとなる。 

一人ひとりの内部には、多数の我
が

、エゴが住む。この事実は、意識の目覚めた、意識的な人

であれば、直接自分自身で立証できることである。 
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第 11 章 
親愛なるエゴ 

 

上と下は一つの事物の二つの部分であることから、「優秀なエゴ（我
が

）」と「劣等なエゴ

（我
が

）」が同じエゴの二つの側面であるという推論を立てるのは無駄ではない。 

言わゆる「神聖なエゴ（我
が

）」、「「優秀なエゴ（我
が

）」、「オルター・エゴ」、これらの

類は、「私自身」のトリックであり、自分自身をだます。 

エゴ（我
が

）は、自分が生き延びたいがために、「神聖、不死身のエゴ（我
が

）」と言った間違

った概念で「自らをだます」のだ。 

誰一人として、真に「永続的なエゴ（我
が

）」というものは所有していない。 
私たちは誰一人として、真実、本物の自己の統一を持ってはいないのである。残念なことに、

真の意味での「個性」さえも、我々は持ち合わせてはいない。 
このエゴは、肉体の死後も継続して存在するが、始めと終わりのあるものである。 

エゴ、「我
が

」は、決して一つのもの、一元的なものや絶対的なものではない。明らかに「我
が

」

は複数である。 
チベットでは、これらの複数のエゴを「心理的塊」、または単に（ネガティブであろうがポ

ジティブであろうが）「価値」と呼ぶ。 
それぞれのエゴをそれぞれ一人の人と考えると、「一人の人間の中には、多数の人が住んで

いる」、と言うことができる。 
明らかに、私たちの内に住む数多くの様々な人たちは、他よりもましな人もいたり、より悪

人もいる。 
これらのエゴは、他の者の上に立つために争い、オンリーワンになりがたる。スキあらば、

知的な脳や感情、運動の中枢を、他の「我
が

」に横取りされるまでコントロールする。 

この「複数の我
が

の教え」は、チベットにおいて、洞察力のある透視能力者や悟りを開いた

人々によって教えられた。 

私たちの心理的欠点の一つひとつは、それぞれの「我
が

」によって表現される。通常私たちに

は何千何万の欠点があるため、私たちの内には多数の人たちが住んでいることは明らかだ。 
心理的問題において、妄想癖のある人、自賛の傾向にある人、エゴ崇拝主義者は、何があっ

ても親愛なるエゴへの礼賛をやめようとはしないということが、明らかであることは証明済み

である。 
この種の人々は、「複数のエゴの教え」を死ぬほど嫌っている。 
もし読者が自分自身を真に知りたいと望むなら、自己観察、そして人格の内に潜む、数々の

「我
が

」を知ろうとしなければならない。 
読者の中でいまだにこの「複数のエゴの教え」を理解できない人がいるならば、それはただ、

自己観察の実践が足りないためである。 

内面的自己観察を行えば行うほど、自分の人格の内に住む、多数の人、多数の「我
が

」を発見

するだろう。 
「複数のエゴの教え」を否定する人々、神聖なエゴを崇拝し続ける人は、間違いなく、真剣

に自己観察を行っていないことになる。ソクラテスの言葉を借りて言えば、「これらの人々は

知らないばかりでなく、知らないということさえも知らない」ということだ。 
真剣で、かつ深い自己観察をしなければ、私たちは自分自身を知ることは決してできない。   
自分を単一だと考え続ける人にとっては、内面の変化や感情の動きは不可能なこととなる。 
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第 12 章 
根本的な変化 

 
自分は単一であり、唯一の個人であると間違って信じ抜く限り、根本的な変化は不可能であ

る。 
秘教の実践が、厳しい自己観察から始まることからして、私たちの内から緊急に排除、絶滅

すべき、望ましくない心理的要素の多様性がわかる。 
実際、自分の知らない欠点を取り去ることは不可能だ。その前に、必ず自身の心理の中から

除去したいと思う欠点をまずよく観察して、それを知っておくことが必要だ。 
この種のワークは、外面的なものではなく、あくまでも内面的なものである。礼儀作法の本

とか、表面的な倫理のシステムなどで成功できると考える人がいたとしたら、それは完全に間

違っている。 
自分自身の観察に注意を集中させることからこのワークが始まるという確実な事実からして

も、私たち一人ひとりの個人的な努力が必要とする、ということが明らかである。 
率直に言うと、このワークを自分の代わりに、誰か他の人にやってもらうということは、ま

ったく不可能であることを強調したい。 
私たちの内に存在する多数の主観的要素を直接観察することなくして、心理の変化はありえ

ない。 
エゴを直接観察すること、またそれを研究することの必要性を認めず、疑うことなくただ間

違いの多様性を受け入れるのは、逃げ口上であり、自己逃避、自分をだます方法である。 
真実、自分自身に正直になり、口実なしに自己観察をする努力によってのみ、私たちが「単

一」ではなく、「多数」であることが体験できる。 
エゴの多様性を認めることと、厳しい観察によってそれを目の当たりにすることは、同じで

はない。 
誰でも、自分自身でこの多様性を目撃することなく「エゴの多様性」を認めることはできる。

しかし、体験することは、注意深い自己観察によってのみ可能なことだ。 
この自己観察を否定したり、それを避ける口実を探すことは、間違いなく、退廃、堕落の印

である。 
自分はいつも変わることなく、同じ人であるという錯覚を持っている間は、その人は変わる

ことはできない。そしてこのワークの目的は、まさにその変化にある。私たちの内面的生活で

ある心理の、斬新的な変化を達成することである。 
根本的な変化とは、明確な可能性であり、通常自己観察のワークをしないと失われる。 
自分は単一であると考えている間は、心理の根本的な変化の出発点は隠れたままである。 
「複数のエゴの教え」を否定する人は、明らかに、一度も真剣に自己観察をしたことがない

ことを示している。 
逃げ道なしの厳格な観察によって、私たち自身で、自己の心理は単数ではなく複数であると

いう現実を、体験し、証明することができる。 
心理における、主観的な見地の世界や、数々の偽の秘教主義、偽のオカルト主義の様々な理

論では、単に逃げ道を探すだけに終わってしまう。 
 自分は単一であって、いつも変わることはないという錯覚が、自己観察を実行する際の妨げ

となることは明らかだ。 
 ある人は、「自分は一人ではなく、多数だとわかっている。ノーシスでそれを習った。」と

言うかもしれない。この認識が正直なものであったとしても、彼がその教えを自分で完全に体

験しなければ、これは明らかに表面的な認識でしかない。 
自分自身で証明し、体験し、理解することが基本である。そうすることによってのみ、意識

的に自らに働きかけ、根本的な変化を達成することができるのだ。 
肯定することと理解することはかなり別のことである。誰かが、「自分は一人ではなく、複

数のエゴの塊だ、ということを理解する。」という時、この理解がただ口先から出たものでは

なく、心底理解していれば、彼は「複数のエゴの教え」を自分自身で完全に明らかにしたとい

う兆候を示す。知識と理解とは別なものである。前者はマインドのものであり、後者は心に由
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来する。 
この「複数のエゴの教え」の知識だけでは何の役にも立たない。残念なことに、私たちが生

きているこの現代では、知識が理解よりも重要な地位を占めている。それは、間違って「人」

と呼ばれているものの、実際は理性を持つ哀れな動物が、悲しくも「真の存在」に関する部分

を忘れ、知識のみを発達させてきたからである。 
「複数のエゴ」の教えを知り、理解することは、真の根本的な変化を実行するための基本で

ある。 
自分は単数でなく、複数であるという観点から慎重に自分を観察し始める時、明らかにその

人は自分の性質を変えるための、まじめな努力をし始めたことになる。 
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第 13 章 
観察する者と観察される者 

 
自分は単数でなく、複数であるという観点から、自分自身を本気で観察し始めることにより、

その人が内に抱えるすべてのものに対して働きかけ始める、ということはとても明らかであり、

理解するのも難しくない。 
 このような内なる自己観察を行う上で障害となることは、次のような心理的欠点である。 
 メガロマニア（自尊心過剰、自分を神だと信じている） 

エゴマニア（永続的な「我
が

」を信じている、「アルター・エゴ」を崇拝している） 
パラノイア（自尊、知ったかぶり、思い上がり、神秘に関するプライド、他者の観点に立て

ない） 

自分は単数であり、永続的な「我
が

」を持つ、という馬鹿げた信念を持っている間は、自分自

身の心理に働きかけることは不可能である。 
自分が常に単数であると考え続ける人は、自分の望ましくない要素である欠点を排除するこ

とは決してできないであろう。そんな人は、それぞれの思考、感情、欲望、自熱情、同情など

を、自分の持つ性質の様々な側面であって、変えることのできないものと考え、他人の前では、

そのような欠点は遺伝するものだなどと正当化しようとする。 
「多数のエゴの教え」を受け入れる人は、観察に基づいて、自分のいろいろな欲望、試行、

行動、感情などがそれぞれ異なったエゴに起因するものだと考える。 
内なる自己観察に挑戦するものは、自分自身の心理に真剣に働きかけ、内に抱える様々な望

ましくない要素を自分の心理から引き離そうと努力す。 
もし真に、そして正直に自分の内部の観察を始めると、その人は自分自身を、「観察するも

の」と「観察されるもの」の二つに分けることになる。 
このような分離がされなければ、自分自身に関する知識のすばらしい道を進むことは決して

ない。 
「観察するもの」と「観察されるもの」の二つに分けることなく、どのようにして自己観察

ができるのだろうか。 
このような分離がなされない場合、自分自身に関する知識の道を進むことができないことは

明らかである。 
この分離が行われなければ、当然、複数のエゴの移り変わりの中で自分を見失い、自分とエ

ゴとを同一視し続けてしまう。 
複数のエゴの数々の表現と自分自身を同一視してしまう人は、常に状況の犠牲者である。自

分自身を知らない者が、どのようにして状況を変えることができるだろうか。一度も自分の心

理を観察したことのない者が、どのようにして自己を知ることができるだろうか。自分自身を

観察するものとされる者に分けたことのない者が、いかに自分自身を観察することができるだ

ろうか。 
しかしながら、「この欲望は、私の動物的エゴだから、取り除かなければならない。」 
「このわがままな考え方は私のもう一つのエゴで、私をいつも苦しめているから、完全に崩

壊させる必要がある。」 
「私の傷つけるこの感情は出しゃばりなエゴだから、宇宙のチリとなれ！」などと、心から

自分で言えない限り、誰も変わり始めることができない。 
当然このことは、自分を観察される者と、される者に分けたことのない者には不可能なこと

である。 
サマエル・アウン・ベオール 
心理の移り変わりをすべて、一つの、個の、永続的なエゴの働きと見る人は、自分の欠点す

べてに同一視して、そのエゴに固執しすぎて、最終的にそのエゴを自分の心理から離す能力を

失ってしまっている。 
この種の人々は根本的な変化をすることは決してできず、完全な失敗の道を歩むことは明ら

かである。 
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第 14 章 
ネガティブな思考 

 
この退廃した時代おいては、注意深く、深い思考は実に奇妙なものである。 
知的中枢から、様々な考えが発生するが、これは例の、博識と勘違いしている無知な者たち

が考える永続的な「我
が

」からのものではなく、私たち一人ひとりの中にある、異なった多数の

「我
が

」から発するものである。 
人が何かを考える時、その人は、自分では断じて自分自身で考えていると信じている。とこ

ろが、この哀れな「知性を持った哺乳動物」はこの様々な考えの源が、私たちが内に抱える

様々で多数の「我
が

」にあるということに気付きたがらない。 
これはつまり、私たちが真に個人として思考しているわけではないことを意味する。実際、

私たちは個別のマインドをまだ持っていないのだ。 

しかし、私たちが内に抱える様々な多数の「我
が

」は、それぞれが考えるために知的中枢を利

用する。 
つまり、ネガティブな思考や、害をおよぼすような考えを、真に自分自身が考えていると信

じ込み、それらと同一視することはまったく馬鹿げている。 
私たちの知的中枢を不当に使っているエゴが、そのネガティブな思考の原因であることは明

らかである。 
ネガティブな思考には、疑惑、不信、他人に対する悪意、愛情のもつれた嫉妬、宗教的嫉妬、

政治的嫉妬、友人、家族関係における嫉妬、強欲、獣のような性欲、報復、恨み、憤怒、高慢、

羨望、うらやみ、憎悪、盗み、不義、姦通、怠慢、暴食などなど、様々なものがある。 
まったく、私たちの心理的欠点の数は多すぎて、たとえ鉄のような口と、千の舌があったと

しても、正確にその一つ一つを語ることができないだろう。 
その当然の結果として、ネガティブな思考に埋もれてしまうことは、まったく馬鹿げている。 
原因なくして結果があるということはあり得ないため、自然に発生した思考や、ひとりでに

湧き出た思考というのもは存在しえないということを、ここで厳粛に断言することができる。 
何かを考えているものと、その思考との関係は明らかで、ネガティブな思考は、それぞれの

思考を考えているものから発生する。 
私たち一人ひとりの中にはさまざまなネガティブな思考を誘発する、たくさんの思考を考え

ているもの（エゴ）が存在する。 
この「思考を考えるものと思考」という観点から考えると、私たちが抱えているさまざまな

エゴが、それぞれの思考を考えるものであるということが理解できる。 
明らかに私たちの内部には、数え切れないほどの思考を考えるものが存在する。しかし、そ

れぞれの考えるものは、それが全体の一部であるにもかかわらず、考える時には、それ自体が

全体であると信じている。 
自意識過剰な者、エゴ崇拝主義者、ナルシスト、偏執症患者たちは、断固としてこの多数の

考えるものの存在を認めようとはしない。それは、彼らがあまりにも自分自身を愛していて、

自分が偉大な存在であると信じているからである。 
このように、異常な人たちが、どのようにして、自分が個性を持たず、その天才的思考力が

自分のものではない、などという考えを受け入れることができるだろうか。 
彼らは自分自身のことを最上だと考え、アリスティポの衣服を着て自らの知識と謙虚さと表

そうとさえもする。 
昔話にも残っているが、アリスティポはおのれの知識と謙虚さを示そうとして、故意につぎ

はぎだらけの衣服を着、哲学者らしい杖を右手に持ってアテネの街を歩いていた。
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ソクラテスがその様子を見た時、「おぉ、アリスティポよ、服の穴の奥のおまえの虚栄心が

よく見える。」と大声で叫んだという。 
「新しいことに対する警戒心」（常時の自己観察）に油断ができると、その時のネガティブ

な思考にどっぷりとつかってしまう。 
その結果、残念なことに、その際の思考者であるネガティブなエゴの邪悪な力をより強くす

ることになる。 
ネガティブな思考と私たち自身を同一視すればするほど、私たちはその源であるエゴの奴隷

と化すのである。 
例えば、ノーシスを例にとってみよう。ノーシスは秘密の道、自分自身に働きかけるワーク

であり、自分自身に対するワークを嫌うエゴにその誘惑が存在する。これらのエゴは、ノーシ

スやこのワークにより、私たちの内部の心理の中にある自分の居場所がなくなってしまうこと

に気付いている。 
これらの口論好きの「ネガティブなエゴ」は私たちの知的中枢を駆使していろいろな理屈を

使いこなし、私たちの内部に、有害で有毒なメンタルエネルギーを生み出す。 
もしそこで私たちが「ネガティブな思考」、「ネガティブなエゴ」を受け入れると、私たち

の知的中枢はエゴにコントロールされ、それによって引き起こされる結果を防ぐことはできな

くなる。 
ネガティブなエゴというものは、常にだましたり、上手に理屈をこねることを私たちは忘れ

てはならない。つまり、このエゴはうそつきなのである。 
私たちが急に気弱になり、ノーシスに希望を失い、この道を捨てる時には、私たちは「ネガ

ティブなエゴ」にだまされたのである。 
ネガティブなエゴの一つ、「浮気」は、温かい家庭を崩壊し、子供たちを不幸にさせる。 
「嫉妬」のエゴはお互いの価値を認め合う二人の間に入り込み、その幸運を破壊する。 
「精神的プライド」のエゴは、その道に熱心な人々をだまし、うぬぼれさせ、彼らの師をう

とみ、憎み、そして裏切らせる。 
ネガティブなエゴは、私たちの個人的な経験、記憶、心の底の希望、誠実さなど、数々の手

段に訴え、その場に適した方法を選び、見るからに論理的な結論を出したりする。そして、敗

者はその見せかけにだまされてしまう。 
しかしながら、一度自分の言動、反応に常に警戒する自己観察を習得すれば、エゴを現行犯

で発見することができ、そうそう簡単にだまされることはなくなる。 
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第 15 章 
個性 

 
自分を「一個人」として考えることは、とても悪趣味な冗談である。しかし、不幸なことに

このただの錯覚が私たち一人ひとりの中に存在する。 
悲しいことに、私たちには常に自分自身を買いかぶる傾向があり、自分が真の個性をもって

いないという事実を、どうしても理解できないでいる。 
さらに悪いことに、完全な意識と自分の意志を持っていると考えるという間違いまで犯して

しまっている。 
私たちはなんて哀れなのだろうか！なんて馬鹿げているのだろう！最悪の悲劇は無知である

ということは明らかである。 

私たちの内部には、何万という様々な個が存在し、それらの登場人物である「我
が

」、自分こ

そ先に立とうと争い合い、コントロールも秩序も存在しない、お互いにケンカをしあう人々が

存在する。 
私たちが真の意識を持ち、すべての夢や幻想から覚めたとしたら、人生はかなり違ってくる

だろう。 
しかし、私たちの不運は、私たちのネガティブな感情、自己愛、自尊心などに魅了され、催

眠をかけられ、真の自分自身、真の状態を思い起こすことができないでいることである。 
私たちは自分の意志が一つであると信じるが、実際には、無数の異なる意志が存在する。

（それぞれのエゴは、それぞれの意志を持つ。） 
この悲喜劇ともいえる内部の多様性は脅威的である。異なる多数の意志はお互いにぶつかり

あい、常に争いが絶えることなく、異なる方向に引っ張り合っている。 
もし私たちに真の個性があれば、この内部の多様性のかわりに、統一した個性を持ってい持

っていれば、目的を貫き、目覚めた意識や自己の意志もあるはずだ。 
変わることは正しいことである。しかし、私たちは自分自身に誠実であることから始めなけ

ればならない。 
私たちは自分の心理の中にあるものを確認し、何が余分で、何が不足かを知る必要がある。 
個性を手に入れることは可能だが、自分がすでに持っていると信じることによって、そのよ

うな可能性は消えてしまう。 
すでに持っているものを努力して手に入れようとすることはないことは明らかだ。 
個性を持っていると信じるのは幻想であり、この世にはそう教える学校もある。 
まず幻想と闘うことが先決だ。現実にはみじめで恥知らず、邪な心であふれているのに、幻

想は、自分がすごい人物であるように見せかける。 
自分が人間であると考えていても、実際には私たちはただの個性のない、理性を持つ哺乳動

物でしかない。 
自意識過剰者は、自分を神か預言者などと考えて、個人の思考や意識ある意志さえ持ってい

ないということを疑いもしない。 
自己崇拝者は親愛なるエゴを愛し、内なる複数のエゴの考えを受け入れることもないだろう。 
自尊心あふれる偏執症の者たちは、この本を手に取ろうともしないだろう。 
私たちを馬鹿げた状態に陥れるだけでなく、真の精神的成長をさまたげ、ネガティブな感情

とウソの経験の犠牲者になりたくないならば、自己に関する幻想と、死に物狂いで戦うことが

必要である。 
 この理性ある動物は、自分自身の幻想に催眠にかけられ、自分がライオンかワシであると錯

覚しているが、悲しいことに現実は泥にまみれるミミズにすぎないのである。 
自信過剰な者は、決してこの事実を認めようとはしない。誰が何と言おうと、自分は大宮司

であると信じ、その幻想が虚無であり、「ただの幻想」であるということを認めようとはしな

い。 
幻想は人類すべてに影響を与える強い力であり、この「理性ある哺乳動物」を常に睡眠状態

にとどまらせ、自分が個性や意志、意識のある真の人間であると信じさせる。 
私たちが自分自身を一個人として完全なものとして考えるなら、私たちは何の進歩をとげる
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こともなく停滞し、最終的に退廃、堕落することになる。 
私たちはそれぞれ異なる心理状態にあり、そこから脱出するには各自の内に潜む無数のエゴ

を直接発見しなければならない。 
自分の内側の自己観察をし、心理の内に存在する複数の人々を発見し、そして根本的な変化

に至るためには、それらを消し去らなければならない。 
この感覚、自己観察は、以前から持っていた自分に関するあやまった概念を根本的に替え、

その結果として私たちは真の個性を所有していないということを具体的事実として自分自身に

証明することができる。 
自己観察を実行しないうちは、私たちは個性を持つ一個の完ぺきな生物であるという幻想の

下に生き、一生その幻覚の中で生きることになる。 
私たちが内面心理の根底から変化を遂げない内は、隣人と正しい関係を持つことは不可能で

ある。 
内面の変化を果たすには、必ず何らかのエゴを消し去ることが前提となる。 
エゴを消し去ることは、自己観察なしではできない。 
自分を個性あるものと感じ、自分は最高であると信じる人々は、決して内面心理の多様性を

認めようとせず、自己観察もしようとしない。したがって、そのような人たちは変化すること

はできない。 
エゴを消し去ることなしに、自己変革は不可能である。自分に個性があると信じる人の中で、

エゴを消し去らなければならないということを受け入れる人があったとしても、何を消し去る

べきかを知ることはないだろう。 
しかし、忘れてはならないのは、これら、自分の個性を信じ、自分自身をだまし続ける人々

は、「何を消し去るべきかを知っている」と信じているものである。しかも、その「知らない、

ということすら知らない」、彼こそが学んだ無知者である。 
個性を持つためには、「エゴを破壊する」必要がある。しかし、個性をすでに持っていると

信じてるならば、それは不可能である。 
個性とは、完全に神聖なものである。それを持ちえた人は非常に数少ない。しかしそれを持

っていると信じている人の数は大変多い。 

ただ一つの我
が

を持つと信じているならば、どのようにして複数のエゴを消し去ることができ

るだろうか。 

真剣に自己観察をしたことがない人だけが、自分は一個の「我
が

」の所有者だと考える。 
しかしながら、この教えの中で、次の点を特に明らかにしておかなければならない。「真の

個性」と「真我」とか、そのたぐいの概念とを混同する危険性があるためである。 

神聖な個性は「我
が

」を超越したものであり、過去、現在、未来を通して変わることのないも

のである。 
真の個性は生命の本質的存在そのものであり、その存在理由は本質的存在である。 

この、生命の本質的存在と、「我
が

」、すなわちエゴとをはっきり区別していただきたい。エ

ゴと本質的存在との違いを理解できないということは、真剣な自己観察をしたことがないとい

う証拠である。 

この本質、意識が、私たちの内面心理に宿る多数の「我
が

」、エゴにおさえつけられ、動きの

取れない状態でいるうちは、内面の根本的な変革はとうてい不可能なことである。
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第 16 章 
生命の書 

 
一人ひとりの人間は、人生そのものである。死の後に続くもの、それが生命である。これが

死の瞬間にページを開く、生命の書の意味である。 
この点を厳格に心理的見地から見ると、私たちの人生の中の一日は、実際、私たちの一生の

小さな縮図であることがわかる。 
つまり、次の事を結論として言うことができる。あなたが今日この日に、自分の内部を変え

ようと努力しないのなら、あなたは一生自己を変革することはできない。 
確かに、自分を変える努力をしたいと思っても、今日この時点でそれを実行せず、明日、あ

るいは時間のある時に、と言って先延ばしにすることは、単に計画だけであって、それ以外の

何物でもない。なぜなら、今日という日に、あなたの一生の縮図があるからだ。 
俗に「今日できることを明日まで延ばすな。」と言うことわざがある。 
もしあなたが明日から自分を変える努力をしようと考えるなら、永遠にその努力をすること

はないだろう。常に明日は存在するからである。 
これはちょうど、店先にある「今日はクレジット販売をしませんが、明日はします。」とい

う広告に似ている。 
クレジットで買い物をしようと思う客が、この広告をみつけ、その翌日に来てみると、再び

同じ広告がある。 
これが心理学でいう「明日の病」である。明日する、明日は必ず、と言っているうちは、何

の変化もないのである。 
一刻も遅らせることなく、今すぐに自分を変える努力をする必要がある。そして怠惰に未来

や、ラッキーチャンスを夢見ることはやめることである。 
今は忙しいから、何と何をしてからそれを考えよう、という人は、一生自分を変える努力を

することはないだろう。これらの人々が、聖書で言われる「地の住民」ということである。 
筆者は以前、強大な地主と知り合ったことがある。彼はまず大財産を作って、それから自分

を変える努力をする、と言っていた。 
彼の死の間際に筆者は彼のもとを訪ね、「まだ大財産を作りたいと思っているか？」と尋ね

た。 
彼は、「まったく、時間を無駄遣いして、心から悔やんでいる。」と答えた。自分のあやま

ちを認めた数日後に彼は息をひきとった。 
この大地主は、広大な土地を持っているにもかかわらず、さらに自分の土地を通りに囲まれ

た一区画まで広げて、大財産を築きたいという欲を持っていた。 
「その日一日の努力をせよ。」とイエス・キリストは言った。これは、一生の縮図である一

日の重要さを語った言葉である。 
人が「今日」、延期することなくこの努力を始めるなら、そして自分の不機嫌さや悩みなど

を観察し始めるならば、成功への道の一歩を踏み出したことになる。 
正体もわからぬものを消し去ることはできないだろう。だから、まず最初に自分の欠点を観

察する必要がある。 
今日という日を知るだけでなく、自分がその日に対してどう関係したかを知ることも必要で

ある。非日常的な、突拍子もない出来事以外は、日常生活の一日ですべて直接経験できるもの

である。 
それぞれの人が、毎日のように繰り返して使う言葉、行動などを観察するのは、大変興味深

いものである。 
これらの繰り返される日常の出来事を、さらに研究してみることが、自分自身を知る道標と

なる。 
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第 17 章 
機械的な生き物 

 
私たちの人生の一刻一刻に影響を与える回帰の法則は、否定することができない。 
確かに、私たちの人生には毎日、幾度となく繰り返される出来事、意識の状態、言葉、欲望、

思考、意志などがある。 
自己観察をしていない人は明らかに、これらの終わることのない日常の繰り返しにまったく

気づかない。 
自分自身の内面を観察することに興味をまったく示さない人は、自分自身の本当の根本的な

変化のための心理的努力をしたがらない。 
さらにひどいことに、ワークをせずに変化を求める人もいる。 
各人が精神の真の幸福を求める権利を否定はしないが、自分を変えるための努力をせずに、

それをつかむことは不可能だ。 
日常に起こる各種の出来事に対する自分の反応を修正することができた時、真にその人は変

わったと言える。 
しかし、私たちが自分を変えるための努力をしなければ、日常生活の出来事に対する反応を

修正することはできない。 
私たちは考え方を変える必要がある。投げやりな態度を減らし、もっと真剣に、人生を違っ

た角度から、実際の、実質的な意味で受け取ることが必要だ。 
しかし、私たちが同じ状態で、いつもと同じ間違いを犯し、いつもと同じ怠慢さで人生に向

かい続けるなら、変化の可能性は皆無になる。 
真に自分自身を知りたいと思うなら、人生のある一日の出来事に対する自分の行動を観察す

ることから始めなければならない。 
これは、毎日自分を観察すべきではない、と言っているのではなく、観察を始める「第 1 日

目」を踏み出すべきだと言いたいだけである。 
すべてには始まりがあり、自分自身の人生のある一日の行動を観察することはいい出発点で

ある。 
自分の寝室で、食堂や家、道、仕事場などでの日常生活の出来事に対し、どんな小さな事で

も、それに対応する自分の機械的反応、どんな言葉を口にし、何を感じ、何を考えるのか、そ

れらを観察することが肝要である。 
ここで重要なのは、その後、どのように、どんな方法でそれらの自分の反応を変えることが

できるか、ということである。もしあなたが、自分がまったく非の打ちどころのない人間で、

あやまちもなく、無意識に他人に害を及ぼすこともない、と信じるなら、決して変わることは

できない。 
何よりも、私たちは自分が「機械的な」人間であることを理解する必要がある。自分の内部

に隠れているエージェント、数々の「我
が

」に操られる操り人形でしかない、ということを。 
私たち一人ひとりの内には、何人もの人が住んでいる。私たちは一瞬として同一人物ではな

いのだ。時にはケチな人、他の時にはおこりんぼう、また大変親切で、善意あふれる人が現れ、

その後手に負えない中傷を吐く人になり、さらに聖人のように振る舞い、最後にはペテン師に

もなる。 

私たち一人ひとりの内には、無数の種類の人間、つまり、あらゆる種類の「我
が

」が存在する。

つまり、私たちの人格は、機械的なおしゃべり人形、操り人形でしかないということである。 
それでは、まず 1 日の何時間でも、意識を持って行動してみよう。1 日に数分でも、ただの

機械であることをやめることで、私たちの存在そのものに、決定的な影響を与えることになる。  

自分自身を観察し、「我
が

」の欲する行動をしなくなることにより、私たちは機械ではなくな

り始める。 
一瞬のことでも、機械的な行動ではなく、意識を持って行動できれば、数々の不愉快な状況

をよい方向に変えることとなる。 
悲しいことに、私たちの日常生活は、機械的で、繰り返しばかりで馬鹿げている。同じ行動

を繰り返し、習慣は変わらず、それらを変えようとは決して願わない。私たち哀れな存在は、
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人生の汽車が通る線路でしかないにもかかわらず、私たちは自らが最高だと考える。 
自分を神か仏のようだと信じる偏執症の人というのは、どこにでも大勢いる。彼らは機械的

な行動を繰り返し、地に落ちた人々で、多くの「我
が

」に操られている哀れな操り人形だ。この

ような人々は、自分を変えるためワークなどすることはない。 
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第 18 章 
超実質的な糧 

 
人生の内の 1 日を注意深く観察してみると、実際、私たちは意識的に生きる方法を知らない

ことに気付く。 
私たちの人生は、まるで虚しく、表面的な存在の中で固定された機械的な習慣の決められた

線路の上を走る電車のようだ。 
興味深いことに、その習慣を変えるなどということは起こらず、私たちは同じことを継続的

に繰り返すことに飽きないようだ。 
私たちは自分が自由であると考えるが、私たちは習慣により化石のようになってしまってい

る。私たちはひどく醜いにもかかわらず、自分がアポロンのようだと考える。 
私たちは機械的であり、それが日常生活において、自分が何をしているのか、真に理解がで

きない理由である。 
私たちは毎日、昔からの古めかしい、馬鹿げた習慣の中で動き、これでは本当の人生を生き

られないのは当然だ。私たちは生きる代わりに、植物が枯れるように朽ちはて、新しい印象を

受け取ることもない。 
もしある人が一日を意識を持って生き始めるなら、その日は明らかに、今まで生きたどの日

とも違ったものになるだろう。 
今現在生きている一日を人生全体と考える時、今日すべきことを明日に残さない時、人は自

分自身に働きかける、内的ワークの真の意味を理解し始める。 
重要でない日など一日もない。真に変わりたいと願うなら、自分を見て、観察し、理解する

ことを毎日実行しなければならない。 
しかしながら、人は自分自身を観察したがらない。自分自身に対して働きかけたいという人

もいるが、次のような言い訳をして自分の怠慢を正当化する。 
「職場で働いていると、自分自身に働きかけることなどできない。」 
このようなまったく無意味で、中身のない、無駄で馬鹿げた言葉は、鈍感、怠慢、創造主に

対するの愛の欠如の正当化にすぎない。 
この種の人々はいくら精神的向上を願っても、決して自分を変えることはできない。 
自己観察は緊急であり、一刻も遅らせることなく実行することが必要である。 

自己心理の観察は、真の変化の基礎である。 
目が覚めた時、自分はどんな心理状態にあるのか？朝食中はどうか。ウェイターや妻に対して

いらいらしたか？なぜいらついたのか？何がいつも自分を混乱させるのか？ 
タバコの量を減らしたとか、食事の量を減らしたということだけが完全な変化ではないが、

ある程度の進歩の現れではある。悪習慣と暴食は非人間的であり、畜生的である、ということ

は私たちもよく知っている。 
精神的向上を願う人が、大きな腹をして、調和のとれた、完ぺきからかけ離れた肥満体であ

るのは望ましくない。それは暴食、貪欲の象徴であり、怠慢でもあるからだ。 
日常生活、仕事などは、私たちの存在には必要なものであるが、意識を眠った状態にするだ

けである。 
人生が「夢の状態」であることを知っていても、それを理解したとは言えない。理解は自己

観察と自分自身に働きかけることによって訪れるものである。 
自己心理に働きかけるためには、毎日の生活の中で、今日のこの日、自分に働きかけること

が重要であり、そうすることにより、主の祈り、「我らに日々の糧を与えたまえ。」という言

葉の意味が理解できるだろう。 
「今日の糧」とは、ギリシャ語で「超実質的糧」または「高いところから来るパン」という

意味である。 
ノーシスは、私たちの心理的な間違いを破壊することのできるアイディアとパワーという二

重の「人生の糧」を与えてくれる。 

一つの「我
が

」を宇宙の塵にするたびに、私たちは心理的な経験を積む。つまり、「知恵のパ

ン」を食べたこと、新しい知恵を授かったということである。 
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ノーシスはこの「超実質的な糧」、「知恵のパン」を私たちに提供し、今、この場所で、私

たちの中に始まる新たな人生を正確に導く。 
ただし、神からの援助と新たな考えに頼らなければ、人生を変えること、もしくは自分自身

の存在で起こる機械的な反応に関する何かを変えることはできない。 
ノーシスはその新たなアイディアを与え、その方法を教え、それにより人はマインドよりも

高次の力による助けを受けることができる。 
私たちは、肉体の下等なセンターが、高等なセンターからの力を受けられるよう、準備する

必要がある。 
この自分自身に対するワークには、無駄になるものはない。どんなに些細な考えでも、観察

する価値があり、どんなネガティブな感情、反応でも、すべて観察されなければならない。 
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第 19 章 
良き家の主 

 
この暗い時代において、人生の惨事から自分自身を隔離するというのはとても困難なことだ

が、とても重要なことである。そうでなければ、私たちはこの人生に飲み込まれてしまうから

である。 
日常生活の通常の影響の下では、人格以外何も発展させることができないため、心理的、精

神的な進歩を目的として自己の心理に働きかけることは、どのような形にしろ、すべての事柄

からの隔離－正しく理解、使用された孤立－と関係している。 
私たちは、人格の発展に反対しているわけではない。人格は明らかに必要なものであるが、

それはまったく人工的、人造的なものであり、私たちの内なる真実、現実ではない。 
間違って「人」と呼ばれている、哀れな知能を持つ哺乳類が、もし自分を隔離することをせ

ず、日常生活の出来事と自己を同一視して、ネガティブな感情や自意識過剰になってエネルギ

ーを費やし、無駄口ばかりをたたき心理を強化、発展させない場合、その人の内部には、真な

るものを何一つ発達させることなく、ただ機械的な世界に属することのみを習得するだけであ

る。 
自分自身の内に「本質」を発達させようと真に願う人は、ヘルメティック（秘密で密閉され

た）状態にならなければならない。つまり、これは沈黙に密接に関係し、内向的なことを意味

するが、この言葉は昔のヘルメスという名につながる、人の内的な発展についての秘教の教え

から来ている。 
もし自分の内に何か真実のものを育てたいと思うなら、心理エネルギーの無駄遣いを避けな

ければならない。 
内向的で隔離されておらず、エネルギーの無駄遣いをしている内は、心理における真の発展

を成し遂げることは不可能である。 
日常生活の波は私たちをどんな手を使っても飲み込もうする。私たちは人生に対して毎日闘

い、流れに逆行して泳ぐことを習わなければならない。 
このワークは普通の日常生活に逆行するものである。日常のものとはかけ離れたものを扱う

ため、私たちは一瞬一瞬実行しなければならない。これが「意識の革命」である。 
もし私たちの日常生活に対する態度が基本的に間違ったものであれば、もし私たちが全てが

うまくいっていると信じるならば、がっかりする時が来るだろう。 
人々はすべて計画通りに物事が進んで欲しいと願う。しかし、残酷にも現実はそうはいかな

い。もし人が内面からの変革を成し得ないのなら、それを望もうと望まずと、いつまでも状況

の犠牲者であり続けるだけだ。 
人生について、多くの事が語られ、書かれているが、大多数は感傷的な馬鹿げた概念である。

しかしこの「革命的な心理学」の書はそれらとは異なる。 
この教えは要点を簡潔に述べる、具体的かつ明確に、決定的な事実であり、間違って「人」

と呼ばれている知性を持った動物である、この人類は実際は機械的な二足歩行の動物であり、

無意識で眠っている、と主張する。 
「良い家の主」は革命的心理学を決して受け入れることはないだろう。父親として、夫とし

ての義務を怠ることなく、それゆえに自分は模範的であると考える。しかし、彼は単に自然の

目的を果たすだけである。 
一方、「良き家の主」であり、なおかつ流れに逆らって泳ぎ、人生の飲み込まれまいとする

人も確かに存在する。しかし、この種の人々は数少ない。 
この革命的心理学の書に示す教えにそった考え方をする時、人々は人生に対する正しい見方

を得る。 



29 
 

第 20 章 
二つの世界 

 
他を観察することと、自己を観察することは、まったく異なってはいるが、どちらにも注意

力が要求される。 
他を観察する時、注意力は感覚を通して外的世界に向けられる。 
自己を観察する時には、注意力は内側に向けて注がれ、そのため、外部の物事を感じる感覚

は役に立たない。このため、初めて実践するものには、自身の内的な心理プロセスを観察する

ことは困難なのである。 
公式科学の実用面の出発点は観察することが可能なものであり、自分自身に働きかけるこの

ワークの出発点は自己観察、つまり自己を観察する対象にすることである。 
明らかに、これらの 2 つの出発点は、私たちを完全に異なる二つの方向に向けさせる。 
公式科学の妥協を許さない定説にどっぷりつかったまま、細胞、原子、分子、太陽、惑星、

水性などの外的現象のみを研究した者でも、自分自身の内部には何の変化を起こすこともなく

一生を終えることもある。 
人間を内面的に変化させるこの種の教えは、決して外面的観察を通して得られることは決し

てない。 
私たちの内部に真の変化をもたらすこの知識は、直接的な自己観察を基礎とする。 
ノーシスを習い始めようとする生徒に自分自身を観察の必要性、その方法と理由を伝えるこ

とは急を要する。「観察」とはこの世の機械的状況を変化させる手段である。内面の自己観察

とは、内的な変化のための手段である。 
 この全体の結論として、または必然的に、外的、および内的の二種類の知識が存在するとい

うことを主張すべきである。このため、内面に知識の質を区別する磁気的センターを持たない

限り、この二種類の領域またはアイディアの順序により混乱する恐れがある。 
認められた科学的精神を基礎とした崇高な偽の秘教の教義は観察される領域に属するが、多

くの志願者はこれらの教義を内的な知識として受け入れる。 
ここで、私たちは二つの世界に直面する。外的世界と内的世界である。外的世界とは、外的

な感覚により認知される。内的世界とは、内なる自己観察によってのみ感じ取れる世界である。 
思考、アイディア、感情、願望、希望、失望などは、内的であり、通常肉体の五感で感じら

れないものであるが、食卓のテーブルや椅子よりも現実的なものである。 
確かに、私たちは外的世界より、内的世界に長く生きており、これは反論の余地がない。 
私たちの内的世界－秘密の世界では、私たちは愛し、欲し、疑い、祈り、呪い、願望し、苦

しみ、楽しみ、失望し、また報われる。 
当然、外的世界と内的世界は、体験により区別できる。外的世界は観察可能である。内的世

界はこの場所、この瞬間、私たちの内面において自己観察可能なものである。 
地球や太陽系、私たちが住む銀河の「内的世界」を真に知りたい者は、まず自分の内なる生

命、「内的世界」を知らなければならない。「汝己を知れ、そうすれば宇宙、そして神々を知

るであろう。」 
「自分自身」と呼ばれるこの「内的世界」を探検すればするほど、私たちは、外的と内的と

いう二つの世界、二つの現実、二つの領域を同時に生きていることを理解する。 
私たちが外的世界において、道を間違えぬよう、崖に落ちることのないように歩く方法を覚

えたり、友人を選ぶことを習ったり、邪悪な人と付き合わないよう、毒を飲むことのないよう

になどを覚えるように、自己観察において探求できる「内的世界」においても、自分自身の心

理に働きかけることにより、歩き方を学ばなければならない。 
実際、私たちが住む忌まわしい時代の退廃した人類の自己観察の感覚は衰えてしまっている。 
しかし、私たちが根気よく自己観察を続けることによって、自己観察という感覚は徐々に発

達させることができる。 
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第 21 章 
自己観察 

 
自己観察は私たちが根本的な変革を遂げるための、実用的な手段である。 
「知ること」と「観察すること」とは違う。多くの人々が、観察することと知ることを間違

えている。 
ある部屋の中で、私たちが椅子に座っているということを知っていても、これは私たちが椅子

を観察しているのとは違う。 
 ある時、例えばおそらく問題があったり、何かについて心配だったり、疑惑や不安があり、

私たちがネガティブな状態にあることはわかっていたとしても、これは私たちがその状態を観

察しているという事ではない。 
 あなたは誰かに対して嫌悪感を感じているだろうか？うまく付き合えない人が誰かいるだろ

うか？それはなぜか？あなたはその人を知っているというかもしれない…。しかし、その人を

「観察」してみなさい！知ることは観察することとを間違えてはいけない。 
 自分を観察することは 100 パーセント能動的であり、自身を変える方法であるが、知ることは

受動的であり、自分を変えることはできない。 
 確かに、知ることは注意力を必要とする行為ではない。自分の内部に向けて、内面で起こっ

ていることに向けて注がれる注意力はポジティブであり、能動的なものである。 
 会った瞬間になんとなく感じが悪い人だと思う場合、私たちはマインドにたまる無数の考え

に気付くだろう。秩序のない状態で無数の声やおしゃべり、どなり声、そしてその声の言って

いること、不快な感情などが沸き起こり、私たちの心に不快な気分をもたらすことに気付く。 
 当然その状態において、私たちは自分の心の中で、例の感じが悪いと思っている相手に対し

ひどい扱いをしているということに気付くだろう。 
しかし、これらすべてに気付くには、当然、受動的な注意力は役に立たないため、自分の内

部に向けて意志を持って、注意力を向けなければならない。 
この動的な注意力は観察する側から発するものであり、思考や感情は観察される側となる。 
これらのことによって、「知っている」ことは完全に受動的かつ機械的な行動であり、それ

に対し、「自己を観察する」ことは意識的に行う行為であることがわかるだろう。 
ここで、機械的な自己観察が存在しないと言っているのではなく、この種の観察は私たちが

話している心理的な自己観察とは関係ないものである。 
考えることと観察することもまた異なる。誰でも自分の都合のいいように自分自身のことを

考えることができるが、これは自分を観察することではない。 

様々な「我
が

」を活動中に見なければならない。それらを心理の中で発見し、それを作り出し

たことを悔い、それぞれの「我
が

」の中に私たちの意識の一部が存在するということを理解しな

ければならない。 
その時、私たちはこう叫ぶだろう。「一体このエゴは何をしているんだ？」、「何という事

を言うんだ？」「何を欲しがっているんだ？」、「どうしてこのエゴの性欲や怒りで私を苦し

めるのか？」などなど。 
このように、私たちは思考、感情、欲望、情熱、喜劇、メロドラマ、たくみな嘘、言い訳、

野次馬根性、快楽のベット、性欲的なイメージなどを自分の中に見つけるだろう。 
よく眠る前に、眠りと目覚めのちょうど間の移行の瞬間、自分の中におしゃべりをする様々

な声が聞こえることがある。これらは無数の「我
が

」の声であり、その瞬間にその人の肉体のそ

れぞれのセンターとのつながりを切って、分子の世界、すなわち第五次元の世界に入るのであ

る。 
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第 22 章 
おしゃべり 

 
心の中のおしゃべりやそれがどこから来るのかを観察することは緊急で、放置できないこと

である。 
当然、この間違った心のおしゃべりが、現在、そして未来の、不調和で不快な心理状態の

「原因の原因」である。 
そして、外部世界で聞かれる無意味であやふやなおしゃべりや害となる、馬鹿げたおしゃべ

りは、通常間違った心の中の会話から来る。 
ノーシスでは、内的な沈黙の秘教のプラクティスが存在する。これは弟子たちの間では「第

三室」として知られている。 
この内なる沈黙は、とても明瞭かつ正確なものであることを説明しておく価値がある。 
内なる深い瞑想の最中に思考のプロセスを意図的に空にしたり、内的な沈黙に到達する。し

かし、これはこの章で説明しようとする内容ではない。 
内なる静寂に達するために「頭（マインド）を空にする」、または「頭（マインド）を真っ

白にする」というのも、この章で説明しようとすることではない。 
 また、ここで言う内なる静寂を実行するということは、頭（マインド）に何も入れないよう

にする、という意味でもない。 
ここでは、非常に特別な形の内なる静寂について話している。あやふやな、一般的なもので

はない。 
私たちがここで実行したいのは、人格や出来事、自分の心配事や他の人の心配事、人から聞

いたこと、誰かがしたことなどに関する、頭（マインド）の中にすでにあるものに関わる内な

る静寂を、心の中の会話や内部の口を閉じて実行することだ。 
「外的な口」だけでなく、内なる声や「心の声」も閉じて静寂を保つことは本当に素晴らし

いことだ。 
多くの人は、見た目は黙っているように見えても、内なる口では絶え間なくしゃべり続け、

仲間の悪口を言っていたりする。 
毒気に満ちた内なるおしゃべりは、その人の心に混乱をもたらす。 
間違った心のおしゃべりを観察すると、半分だけが真実であったり、他の真実と間違って組

み合わされていたり、真実に主観がプラスされていたり、内容が省かれていたりすることに気

付く。 
残念なことに、私たちの感情は「自己への同情」のみが基礎になっている。 
またさらに悪いことには、私たちは自分自身や大切なエゴのみに同情し、エゴ以外のものに

は反発を感じ、果ては憎悪まで持つ。 
私たちはあまりにも自分自身を愛しすぎていて、１００％ナルシストである。これは反論や

否定することができない事実である。 
私たちがこの「自己への同情」に浸っているうちは、「真の存在」の発達は不可能である。 
まず、客観的な者の見方を習う必要がある。私たちは人の立場に立って考えるようにならな

ければならない。 
「何事でも人にしてほしいと望むことは、人にもそのとおりにせよ。（マタイによる福音書 

7:12） 
この種の勉強をするうえで本当に必要なことは、内的な、個人的な隠された世界で他人に対

してどのような行動をとるか、ということである。 
残念なことに、寛大で誠実な人でも、時に心の中や隠れた世界では、他人にひどい扱いをし

ていることがある。 
見かけは大変慈悲深く見える人でも、実は毎日隣人を自分の秘密の洞穴に引きずり込み、の

のしったり、嫌がらせをしたり、あざ笑ったりする。 
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第 23 章 
関係の世界 

 
関係の世界には、明白にしなければならない３つの異なった側面がある。 
１．私たちはこの地球にある身体、つまり肉体との関係を持つ。 
２．私たちは地球上に住んでおり、したがって当然、外的世界と家族、仕事、金銭、職業、

政治などとの関係を持つ。 
３．その人自身との関係性。多くの人にとって、この関係はまったく重要なことと考えられ

ていない。 
残念なことに、人は最初の２つの関係性にだけ興味を持ち、３番目の関係性にはまったく関

心がない。 
間違って「人」と呼ばれている「知性ある動物」にとっては、食、健康、金、仕事がその基

本的な心配事である。 
さて、ここでもう一つはっきりしておきたいのは、肉体とはやはり自分自身にとっては、外

的世界に属するということだ。 
この地球人の身体、肉体は時に病気になり、時に健康になる。 
私たちは肉体について、十分な知識を持っていると信じているが、実際、この肉と骨からな

る体について、最も著名な科学者でさえ、よく知っているとは言いがたい。 
確かに、複雑な組織からなる肉体は、私たちの理解できる範囲を超えるものであるというこ

とは明らかだ。 
第２の関係に関しては、私たちは常に環境の犠牲である。残念ながら、私たちはいまだに意

識を持って環境を変える方法を習得していない。 
何事にも、また誰にでも順応することのできない人々、人生で真の成功を収めることのでき

ない人々は数知れない。 
この「ノーシスの秘教のワーク」の見地から自分自身について考えた時、３つのタイプの関

係性のうち、自分にどれが不足しているかを見極める必要がある。 
具体的には、肉体と良い関係を持っていなければ、その結果病気となる、ということも実際

ある。 
また外的世界との関係がよくないということもあり、そうすると社会問題、経済問題、また

いさかいなどを起こしやすい。 
自分自身との関係性がよくない場合は、内的な光の不足によって苦しむことになる。 
寝室のランプのコンセントが差し込まれていなければ、当然部屋は真っ暗である。 
内的な光の不足で苦しむ人々は、マインドを魂の高等センターのコンセントにつなぐ必要が

ある。 
私たちは地球人の身体（肉体）と良い関係を持つことはもちろん、外的世界ともよい関係を

保ち、自分自身の「真の存在」ともよい関係を持つ必要がある。 
悲観的な病人は、数多くの医者と薬にあきあきし、回復の希望を失ってしまう。楽観的な患

者は、生きるために病と闘おうとする。 
モンテカルロのカジノでは、億万長者でありながら一文無しになって自殺する人もいれる。

この世界には何百万もの哀れな母親が子供を育てるために働いている。 
精神力と内的な光が足りず、自己心理に働きかけるこの厳しいワークをあきらめる初心者は

数多い。逆境を利用して学び、そこから立ち直る方法を知る人は数少ない。 
過酷な誘惑、衰弱、荒廃の時こそ、自分自身を思い出す、観察する手段に頼らなければなら

ない。 
私たち一人ひとりの心の底には、アステカのトナンツィン、ステラ・マリス、エジプトのイ

シス、聖なる母が、私たちの病んだ心を癒そうと、常に待っていてくれる。 
自分自身の内で常に自分を忘れずにいるというショックを自分に与える時、身体全体の働き

に奇跡のような変化が起こり、それにより細胞に異なる栄養が送られる。 
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第 24 章 
心理的な歌 

 
ここで、私たちにはいわゆる「自意識」というものがあることを真剣に考える時が来た。 
「自意識」の破壊性については疑いの余地がない。エゴは私たちの意識を催眠状態に追い込

むのに加え、多大なエネルギーを費やさせる。 
自分自身とエゴを同一視するという間違いを犯さなければ、自意識過剰はあり得ないことで

ある。 
自己とエゴを同一視すると、人は自分を憐れみ、愛しすぎているため、自意識過剰になり、

自分はこんなにも他人や妻、子供なんかに親切で、何も悪いことはしないのに、誰も自分のこ

とを認めてくれない。つまり、自分は聖人で他のすべての人は悪人ばかりだ、ということにな

る。 
この心の内での自己への甘やかしの一般的な表現としては、他人は自分が正直、誠実でない、

臆病だなどと思われているなど、常に自分に対して他人がどう思っているかを気に掛ける、と

いうことだ。 
これについて最も興味深いのは、このような心配によって無駄にするエネルギーのことを、

悲しいことに私たちが無視していることだ。 
自分に対して何の害もおよぼさない人に向ける敵意あふれる態度も、この自意識過剰の心配

から生れるものであることがよくある。 

このような状況では、自意識過剰になり自分を愛しすぎるがゆえに、「我
が

」、いや多数の

「我
が

」は消滅させられるどころか反対に、ますます強くなる。 
自分をエゴと同一視する時、エゴは自分の状況を哀れに思い、その上あらゆることの記録ま

でする。 
例えば誰それ、この隣人、上司や友人などにはあれほどしてあげたのだから、彼は自分に借

りがある、などと考え、それらの賃借勘定にエネルギーを費やし、その人をとりまく周囲の人

には我慢のできないほど退屈この上ない存在となる。 
この種の人とは、正直に話し合うこともできない。なぜなら、どんな会話でも、その人の賃

借勘定と大げさな苦しみのぐち話ばかりになるからである。 
ノーシスの秘教のワークは、他者を許すことによって精神的な成長が望めると教える。 
毎日毎日、一瞬一瞬を大切に生きている限り、誰が自分にどれだけの貸しがあり、誰それは

私にこんなことをして、あんな苦しい思いをさせられたなどと、いつでも同じ歌を歌って苦し

んでいる人の心の内には、何も育つものはないだろう。 
主の祈りの中には、「我らに罪を犯すものを、我らが許す如く、我らの罪も許したまえ」と

ある。（マタイによる福音書６:１２） 
自分は他人に貸しがあるとか、他人にされたことに対する悲しみなどは、魂の進歩を妨げる

ものである。 
偉大なカビール、イエスは言われた。「あなたを訴える者と一緒に道を行くときには、その

途中で早く仲直りをしなさい。そうしないと、その訴えるものはあなたを裁判官に訴え、裁判

官は役人にあなたを引き渡し、そしてあなたは獄に入れられるであろう。よくあなたに言って

おく。最後の１コドラントを支払うまで、あなたは決してそこから出てくることはできない。」

（マタイによる福音書 ５:２５―２６） 
もし人に貸しがあるとしたら、私たちも誰かに借りがある。最後の一銭まで支払えと主張す

るなら、その前に、自分が最後の一銭まで支払わなければならない。 
これが「タリオの法」（反座法）である。「目には目を、歯には歯を」は、馬鹿げた悪循環

である。 
他人が自分に何か悪いことをしたと言って、他人に弁解を求めたり、侮辱したりするのは、

いくら自分は「羊のように」温和な人間で何も悪いことはしていないと信じていても、私たち

自身にも必ず同じことが起こるということだ。 
自分を不必要な法則に従わせるのは馬鹿げたことだ。他の新しい影響したに自分を置くこと

が、より望ましいことである。 
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たとえば慈悲の法は、乱暴な人間の法、「目には目を、歯には歯を」より、ずっと崇高な影

響を与える。 
ノーシスの秘教のワークの素晴らしい影響の下に自分自身を置くことは、緊急かつ必要不可

欠である。貸しがあることは忘れ、それらすべての自意識をなくすことである。 
私たちの心理には、報復、恨み、被害者意識、暴力、羨望、忘れることのない賃借の記憶な

どのネガティブな感情を決して入り込ませてはならない。ノーシスは真に働きたい、そして変

わりたい、変えたいと望む人々のためのものである。 
人を観察すると、それぞれに自分の歌があることに気付く。 
それぞれの人が、それぞれの心理の歌を歌っている。つまり、誰それに貸しがあり、自分は

不幸であるという自意識過剰の、心理の歌について強調して伝えたい。 
時に人は、あおり立てられることもなく「ただ歌いたいから歌い」、また時にはワインが少

し入った時に歌ったりする。 
この退屈な歌は消滅させなければならない。この退屈な歌は、私たちを内的に不能にするば

かりか、多大なエネルギーを奪う。 
このノーシスの革命的な心理学において、歌の名手とは－美声であるとか、実際に声を出し

て歌う事ではなく―、常に過去の世界に生き続け、現在いる位置から一歩も前進できない人を

いう。 
どうしてもこの悲しい歌を忘れることのできない人は、精神のレベルを変革させることがで

きず、今いる位置から動けない人である。 
精神のレベルの上昇には、まず現在の自分の在り方をやめることが必要である。自分の在り

方を改めるのだ。 
いつも同じ在り方を続けるのなら、精神のレベルの階段を上ることは決してできない。 
実生活においては、ある人が友人に自分の心理の歌を歌いやすいという理由だけで二人の友

情が成り立つ場合がよくある。 
しかし悲しいことに、そのような友人関係は、友人がその歌手に黙れとか、曲を変えろとか

言った時に、終わりを告げるのである。 
そして怒ったその歌手は、いつまでも歌を聞いてくれる新しい友達を探しに出かける。 
歌手は、まるで他人を理解するのがよほど簡単だというように、理解を、自分を理解してく

れる人を求める。 
他人を理解するには、自分を理解することが必要不可欠である。残念なことに、自分の悲劇

を歌うのがうまい歌手は、自分を理解していると信じ切っている。 
他人に理解してもらえないという失望の歌を歌い、自分が注目の的になる、すばらしい世界

を夢見る歌手は多い。 
しかし、すべての歌手が観客の前で歌うわけではない。まだ埋もれている歌手もいるわけで、

彼らは人前で歌いはしないが、こっそりと隠れて歌う。 
また、働きずくめで苦労をし、人生は失敗し、手に入れることのできなかった物すべては人

生の自分への貸しだと考える人々がいる。 
彼らは大抵、どうしようもない悲しみを内に秘め、同時にやりきれないほど退屈さ、無気力

感、精神的疲労、失望感を中心として、色々な考えがそれらの周りに渦巻く。 
これらの秘密の歌が、私たちの「存在」の自己実現への道の扉を閉ざしてしまうことは明ら

かである。 
残念なことに、これらの心の内の隠された歌は意識して観察しない限り、自分でも気付かぬ

うちに歌っていることがある。 
自己観察により、心の内部、心の奥深くに光が差し込む。 
自己観察の光が中に差し込まない限り、私たちの心理の変革は起こらない。 
一人でいる時にも自己観察は不可欠である。 

一人でいる時にこそ、様々な「我
が

」、いろいろな思考、ネガティブな感情が現れる。 
一人でいる時には、よくないものに取り囲まれることが多い。完全に一人でいる時こそ、悪

いものに取り囲まれるのは普通のことである。一人でいる時に、最もネガティブで危険な「我
が

」

が現れる。 
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根本から変わりたいと思うのならば、私たちは自分自身の苦しみを犠牲にする必要がある。 
私たちは苦しみを、声に出した歌や心の中での歌に表すものだ。 
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第 25 章 
回帰と繰り返し 

 
 人はその人生そのものである。もし人がその人自身の人生に働きかけなければ、その人は惨

めにも時間を無駄にしている。 
 死とは新たな人生の出発点への回帰であり、そこではもう一度同じことを繰り返す可能性が

存在する。 
 さまざまな偽の秘教家や偽のオカルト主義の学校が、継続する人生の永久理論を主張する。

ここでは連続する存在について詳しく見てみよう。 
 私たち一人ひとりの人生は、何世紀もの間存在から存在へと、同じ季節を繰り返す、常に同

じものである。 
 明らかに、私たちは子孫の遺伝子の中に生き続けており、これは証明されていることである。 
 一人ひとりの人生は映画である。投影が終わると、私たちはそれをリールに巻き取り、永久

に一緒に持っていくのである。そして各人が自分の映画を持って回帰し、それを新しい存在の

スクリーンに映し出すのである。 
 

悲劇、喜劇のドラマを繰り返すことは、反復の法則の公理である。 
新しい存在でも、常に同じ状況が繰り返される。これらの常に同じ舞台に登場する役者は私

たちの内部に住む「我
が

」である。 
だから、もし私たちがこれらの役者たち－私たちの人生の中で繰り返される芝居に出演する

「我
が

」たちーを消滅させてしまえば、当然それらの状況の反復は不可能となる。 
役者なしの舞台は明らかにあり得ないからである。このようにして、私たちは回帰と反復の

法則から解放され、真の意味で自由を得る。 

私たちの内部に住む、これらの役者たち（「我
が

」）の一人ひとりは、毎回同じ役を演じる。

この役者が死んでしまえば、代役はいないため、舞台の幕が閉じるのは明らかだ。 
このような、回帰と反復の法則、つまりは毎度の回帰におけるシーンの繰り返しについて真

剣に考えると、自己観察によって、私たちはこれについての隠されたシステムを発見する。 

 過去の存在で 25 歳で恋愛関係を持った「我
が

」は、新しい存在においても、25 歳になるとその

夢の人を探すことは明らかである。 
 相手の女性の方も、前世の人生においてその当時 15 歳だったとすると、新たな人生でもまた

同じ年にその恋愛に出てきた彼女の「我
が

」が同じ相手を探し始める。 

 彼の「我
が

」と同様に、彼女のエゴもテレパシーで相手を捜し始め、前回と同じような冒険を

繰り返すために新たにめぐり逢うということが容易に理解できるだろう。 
 前世において死ぬまで戦った敵同士は、現世においても同時期に、その悲劇を繰り返すため

にその相手を探し求める。 
 前世で 40 歳の時に不動産に関して争った 2 人は、現世でも同じことを繰り返すためにテレパ

シーでお互いを探し合う。 
 私たちの内部には、このように前世からのたくさんの約束を持つ多数の人が住んでおり、こ

れは反論の余地のないことだ。 
 盗人はその内部に、各種の盗みの約束を持つ多数の泥棒の住む洞窟を抱えており、人殺しは

その内部に多数の人殺しクラブを抱えており、セックスマニアは売春婦を抱えている。 

 しかしここで重大なのは、私たちのインテレクトはそのような人々、つまり多くの「我
が

」の

存在、また次々に果たされて行くそれらの住人の約束を無視するということである。 

私たちの内部に住む「我
が

」の約束は、私たちの理性の届かない、もっと深い場所で起こって

いる。これらは、私たちに起こり、私たちの潜在意識、無意識の中で起こっている、私たちが

無視している事実なのだ。 
よく言われるように、雨が降ったり、雷が鳴るように、物事が私たちに起こる。私たちは、

何かをしているという幻覚を見ているが、実際には何もしていないのだ。物事が私たちに起こ

り、これは致命的であり、機械的なことだ。 
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私たちのパーソナリティ(人格)とは、それぞれの「我
が

」が自分の約束を果たすために利用す

る道具でしかない。 
私たちの認識能力の届かないところでたくさんのことが起こっているが、多くの場合私たち

は理性の外で起こることに哀れにも気付かない。 
私たちはたくさんの知識を持っていると信じているが、実際は自分が知らないという事さえ

知らないでいる。私たちはこの存在という大海の荒れ狂う波に飲み込まれる、みじめな板切れ

なのだ。 
この不運、この無意識状態、このあわれな状況から抜け出すことは、自分の内で死ぬことに

よってのみ可能である。 
死なくして、どのようにして目覚めることができようか！死によってのみ、新しいものが誕

生する！胚芽が死ななければ、植物は生れない！ 
死によって真に目覚めた時、己の意識の客観性、悟り、幸福を手に入れることができるのだ。 
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第 26 章 
幼児の意識 

 
私たちが持つ意識のうち、97 パーセントは潜在意識であり、3 パーセントが意識であるとい

うことはよく言われている。 
率直に言って、私たちの持つ「本質」の 97 パーセントは「私自身」を形成するそれぞれのエ

ゴによって瓶詰めにされ、その中に捕らわれているということが言える。 
そしてそれらの瓶詰めにされた「本質」、または意識はそれぞれの判断で動いている。 

どんな「我
が

」でも、崩壊すると意識の何パーセントかが自由になる。それぞれの「我
が

」の崩

壊なしには、「本質」または意識の解放は不可能である。 

「我
が

」の崩壊率が高ければ高いほど、自己意識も高くなる。「我
が

」の崩壊率が低ければ、目

覚めた意識の率も低くなる。 

意識の目覚めは、今、この場所における「我
が

」の溶解によってのみ可能である。 

当然、私たち一人ひとりが持つ「我
が

」に捕らわれている間は、「本質」または意識は眠って

おり、潜在意識の状態にある。 
潜在意識を意識に変えることは緊急であり、これはエゴの消滅によって、すなわち自分自身

の中で死ぬことによってのみ可能となる。 
自分自身の中で死ぬことなく目覚めることはできない。エゴの死を後回しにして、まず目覚

めようとする者は、肯定できる自己の真の体験をすることができず、その結果、間違った道を

歩むことになる。 
生れたばかりの赤ん坊は素晴らしい。赤ん坊は自己意識を持ち、完全に目覚めている。 
生れたばかりの子供の肉体内には、新たに肉体に入ったばかりの「本質」が存在し、それが

赤ん坊にその美しさを与える。 
しかしながら、意識の 100 パーセントがこの小さな肉体の中で目覚めているわけではない。

「我
が

」に捕らわれていない 3 パーセントの意識が自由である、ということだ。 
このたった 3 パーセントの自由な「本質」が、赤ん坊の肉体組織に入った時、完全な自己意

識、輝きなどを与える。 
大人はこれらの赤ん坊を、生まれたばかりでまったく無意識であると考え、憐れんで見るが、

それは間違いである。 
赤ん坊は大人の真実を見抜く。その大人が無意識であることも、意地悪い人であることも。 

生れたばかりの赤ん坊の「我
が

」は、行ったり来たりして、ゆりかごの周りを回ったりしつつ、

新しい肉体に入ろうとそのスキを狙っている。 

しかし、幼児はまだパーソナリティが形成されていないので、いくら「我
が

」が入りこもうと

試みても、無駄である。 

時には、赤ん坊はこれらの幽霊、「我
が

」が自分のゆりかごに近づくのを見てびっくりし、泣

き叫んだりすることがある。しかし、大人は子供が病気なのか、お腹が空いているのか、また

は喉が渇いているのかと考える。これは大人が無意識であることの表れだ。 

新しいパーソナリティが形成されていくにしたがって、前世から持ち越された「我
が

」は新し

い肉体に少しずつ侵入して行く。 

すべての「我
が

」が肉体に統合されると、私たちにはそれぞれの特徴となる欠点や醜さが現れ

る。そうすると、私たちは夢遊病者のように常に無意識で醜い状態で歩き回ることになる。 
私たちの肉体が死ぬと、次の 3 つのものが墓場に行く。 
         1) 肉体 
         2) 生命体（バイタルボディ） 
         3) パーソナリティ（人格） 
生命体は肉体が腐り果て土に還るように、少しずつ消え果てる。 
パーソナリティは潜在意識の状態、または低次の意識の状態で、墓から望むままに出たり入

ったりする。親戚が墓場に花を持って行くと喜び、家族を愛おしんだりするがやがて宇宙の土
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埃となり消えて行く。 

墓場の後に続くものがエゴ、「複数の我
が

」、「私自身」、つまり「本質」または意識がその

中に捕らわれている複数の悪魔であり、これらは時が来ると戻ってきて、再び新しい肉体に入

り込む。 

幼児がパーソナリティを形成するにしたがって、「我
が

」もその中に侵入してしまうのは本当

に残念なことである。 
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第 27 章 
収税吏と偽善家 

 
人生におけるさまざまな状況について少し考えてみると、私たちが価値を置く土台について

理解することは価値のあることである。 
ある人は自分の地位に価値を置き、別な人は金銭、また名声や過去、肩書に価値を置いてい

る。 
最も興味深いのは、金持ちであろうが乞食であろうが、誰しも、他の人を必要とし、たとえ

虚栄心に満ちていようが、他人の力を借りて生きているということである。 
ここで、自分に何が不必要なのかを考えてみよう。血を流す暴力的な革命における私たちの

運命はどんなものか。そこに価値を置いていた場合、何が残るだろうか。 
憐れな私たちは、自分が強いと信じていても、実は驚くほど弱い。 

もし真の幸福を願うのであれば、自分が価値を置いている「我
が

」を崩壊させなければならな

い。 

これらの「我
が

」は他人を過小評価し、自分のほうが人より優れている、すべてにおいてより

完璧で、金持ちで、頭がよく、自分の方が人生の経験がある、などと考える。 
この機会にイエス・キリストの二人の祈祷者についての話をしよう。「二人の人が祈るため

に寺院に上った。一人は偽善者で、もう一人は収税吏だった。偽善者は立って、一人でこう祈

った。『神よ、私は自分がほかの人たちのように貪欲な者、不正な者、姦淫をする者ではなく、

またこの収税吏のような人間でもないことを感謝します。私は週に二度断食をしており、全収

入の十分の一を捧げています。』ところが、収税吏は遠く離れて立ち、目を天に向けようとも

せず、胸を打ちながら言った。『神様、罪人の私をお許しください。』あなたがたに行ってお

く。神の義とされて自分の家に帰ったのは、この収税吏であって、偽善者ではなかった。おお

よそ、自分を高くする者は低くされ、自分を低くする者は高くされるであろう。」（ルカによ

る福音書 18 章 10～14） 
他人といつも比較して、自分の方が公平だ、他の誰より自分の方が物知りだ、自分の方が美

徳家だ、自分の方がより人生経験がある、より性において貞節だ、より責任感が強い、などの

比較の概念が存在するうちは、自分自身がいかに何の価値もない、惨めな存在であるかを認め

ることは不可能である。 
この種の優越感がある内は、「金持ち」でいる内は、針の穴を通ることは不可能だ。すなわ

ち、「富んでいる者が神の国に入るよりは、らくだが針の穴を通る方がよりやさしい。」（マ

タイによる福音書 19 章 24） 
私の大学は一流大学で、同僚の卒業した大学はよくないとか、私の信じる宗教は唯一、真の

宗教で他の全ては邪教であり、真実ではないとか、誰それの奥さんは醜いが、俺の女房は聖人

だとか、彼は酒飲みだが私は禁酒家で賢明である等など。。これらの優越感は、秘教のワーク

に関して、私たちを聖書のたとえ話の「らくだ」にならしめている。 
自分の価値の基礎が何なのかを知るために、一瞬たりとも怠らず、自己を観察することは緊

急を要する。 
ある時、最も感情を傷つけられた原因や、他の出来事により感じた不快感を発見する時、私

たちは自分の価値の基礎を発見する。 
この基礎が、キリスト教の福音書で言うところの「その上に自分の家を建てた砂」（マタイ

による福音書 7 章 26）である。 
他人に優越感を感じる時、肩書や社会的地位、経験、金銭などによって自分の方が優れてい

ると感じる時、それらをいつ、どのようにして感じたのかを注意深く観察し書き留めておく必

要がある。 
自分の方がより「金持ち」だとか、他の理由で優れていると考えるのは、重大な間違いであ

る。この種の人々は天の王国には入ることはできない。 
自分がどんな時におだてられるのか、どんな時に見栄を満たされたと感じるのかを発見する

ことである。これによって、私たちがどんな価値に基礎を置いているのかが見えてくる。 
しかし、この自己観察は決して理論的なものではない。実行し、自分自身を一瞬一瞬、注意
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深く、直接観察するものである。 
そして人がいかに自分が無力で、みじめな存在であるかを理解し、そのたわごとのうぬぼれ

を放棄し、他人に優越感を感じるためにいかに多くの肩書や名誉、むなしい優越感を必要とし

ていたかを発見する、その時こそ、その人が変わり始めた、という間違いない証である。 
「私の家」、「私の金」、「私の財産」「私の仕事」、「私の地位」、「私の美徳」、「私

の知性」、「私の芸術感覚」、「私の知識」、「私の名声」等にがみついている限り、変わる

ことはできない。 
「私のもの」、「私の～」にしがみつくことは、自分の無力さやみじめさ認める邪魔となる。 
火災や船の難破などの光景では、人々が慌てふためいて、われを忘れ他人に笑われるような

価値のない物ばかり持って逃げ出すのを見て驚くことがある。 
哀れな人々よ。何の価値もない、つまらない物に未練を持ちしがみつく。 
自分自身を、外的な物のみで判断したり、それに支えを感じることは、全くの無意識状態に

いることと同じである。 

「存在すること」、「真の存在」の感覚は、私たちが持つこれらの「我
が

」をすべて崩壊させ

ない限り不可能だ。 

しかし、残念なことに「我
が

」の崇拝者はこれを受け入れようとしない。彼らは自分を神でで

もあるかのように信じ、タルススのパウロの言った「栄光なる身体」を持つと考え、「我
が

」こ

そ神聖なるものだ、というこの間違った考えを、頭から取り去ろうとするものはいない。 
この種の人々には、まったく手がつけられない。説明しても理解せず、すでに砂の上に家を

建ててしまっており、常にその砂を守ろうとする。そして、自分の教義やつまらないもの、無

力さに固執する。 
これらの人々が真剣に自己を観察するならば、自分自身でその内に存在する複数の人、つま

り「我
が

」を発見し、「多数の教義」を理解するだろう。 

これらの「我
が

」が私たちの代わりに感じたり考えたりしている内は、どのようにして私たち

の「真の存在」の感情が存在できるだろうか。 

この悲劇において最も重要なことは、本当は他人（「我
が

」）が私たちの拷問に合っている脳

で考え、私たちの傷ついて心で感じているのに、自分は自分で考えており、自分で感じている

と信じて疑わないことである。 
私たちは何て哀れなんだ！実際は自分の内にある性的情熱に満ちた別人が私たちの心を悪用

しているのに、自分は人を愛していると信じたことが何度あるだろうか。 
私たちは何て不幸なんだ！私たちは動物的な情欲を愛情と間違えている。私たちのパーソナ

リティの内部には、その混乱を利用し、悪用する者が潜んでいるのだ。 
「神よ感謝します。なぜなら私は他の人のようではないからです。」などという、例の聖書

にある偽善者の言葉など口にすることがない、と私たちはみな考える。 
しかし、信じがたいかもしれないが、実際私たちは毎日この偽善者のように振る舞っている。

市場の肉屋は、「うちは他の肉屋のように質の悪い肉を高く売ってもうけてはいない。」と言

う。 
布を売る商売人は「私は他の商人ように、長さを測る時にごまかしてもうけてはいない。」

と言う。 
牛乳売りは「私は他の牛乳やのように、水増しして量を増やすようなことはしていない。私

は正直でありたい。」と言う。 
主婦は「私は誰それさんのように他の男と浮気したりしない。私は神様のおかげで、正直で

夫につくすいい妻だ。」と訪問客に言う。 
結論として、他人は悪く不公平で、不義、泥棒で、邪悪であり、自分は羊のように穏やかで

聖人のようで、教会で模範となるような人物だと考える。 
私たちは何と馬鹿げているのだろう！私たちはしばしば他人がするようなこんな馬鹿げた、

ひどいことはしないと思い込み、自分が素晴らしい人物だという結論に達する。 
そして残念なことに、自分の馬鹿げたことや悪意を持った行為は見ることがないのだ。 
しかし、毎日の生活の中でマインドが何の心配もなく静かに休んでいる不思議な瞬間がある。
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この瞬間、マインドが静かな不動の状態にある時、新しい事柄が訪れる。 
このマインドが深い内なる静寂である瞬間に、私たちは自分が家を建てた土地が、いかに崩

れやすい砂地であったかという真実を体験的に悟ることができるのだ。（マタイによる福音書 

7 章 24-29 基礎についての例え話を参照） 
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第 28 章 
意志 

「偉業（グラン・オブラ）」とは、まず何よりも意識的なワークと自主的な健診を基礎とし

た、自分自身による「人」の創造である。 
「偉業」とは 
自分自身の内に潜む、創造主から与えられた真の自由を獲得することである。 

私たちが本当に意志の解放を望むなら、私たち自身の中に住む複数の「我
が

」全てを緊急に壊

滅させる必要がある。 
ニコラス・フラメル、レイモンド・ルリオは、貧しい身でありながら彼らの意志を解放し、

人々を驚かせる数多くの心理的な奇蹟を起こした。 
アグリパは「偉業」の第 1 段階までしか実現できず、自分自身の真の独立を手に入れるため、

彼の内面に住む多数のエゴの壊滅のために戦いながら苦しみのうちに一生を終えた。 
意志の完全なる解放は、火、風、水、土の絶対的コントロールを確かなものとする。 
以上の記述は、現代心理学を学ぶ多くの学生にとって、解放された意志の超絶したパワーに

関するあまりにも誇張したものの言い方かと思われるかもしれないが、聖書には、モーゼの行

った数々の驚異が記されている。 
フィロンによると、モーゼはナイル川岸のファラオの国で奥儀に通じた人であった。オシリ

スに仕える僧であり、ファラオの弟子でもあり、彼は聖母イシスと秘密に存在する私たちの大

いなる父オシリスの寺院で教えを伝授した。 
モーセは、カルデア（バビロニア南部古代地方名）の偉大な魔術師アブラハム、また尊敬さ

れたアイザックの子孫である。 
モーセは意志の電気的力を解放させ、それによって驚くべき天与の才を手に入れた。これは

神々の世界においても、また人間の世界においても周知の事実であり、そのように書にも記さ

れている。 
このヘブライ人の首領に関して聖書に書かれていることは、真に素晴らしく驚くべきことだ。 
モーセは杖を蛇に替え、自分の手をらい病患者の手に変え、その後またもと通りにした。 
燃え立ついばらの茂みの例の試練の結果が、彼のパワーを明らかなものにした。人々はそれ

を理解し、彼の前に膝まづいて従ったのである。 
モーセの使う魔法の杖は「生と死の奥義を伝授した」聖職者の真のパワーの象徴である。 
モーセはファラオの目の前で、ナイル川の水を血に変えた。すると魚は死に、聖なる川は汚

され、エジプト人たちはその水を飲むことができず、ナイル川流域のかんがい用水もすべて血

となった。 
それだけではない。モーセは怪物のような巨大なカエルを川から出現させて、民家に侵入さ

せた。その後彼の自由な至上の意志によって命令し、これらの不吉なカエルをすべて消滅させ

た。 
しかしこれだけのことを示しても、ファラオはイスラエルの民を解放しなかったので、モー

セは新たな奇跡を見せる。土地を汚染し、吐き気のするようなハエの大群を誘発し、それをま

た消滅させた。 
恐るべき疫病の発生である。ユダヤ人以外の信徒たちは、すべて死におののかされる。 
聖書によると、モーセが釜のススを手に取りそれを空中に投げ上げると、そのススが落ちて

触れたエジプト人たちには潰瘍ができたという。 
また、モーセは例の有名な魔法の杖を空中に掲げ、空からヒョウを降らせるのだが、このす

さまじいヒョウは多くの者を破壊して殺した。それに続き、モーセは火の光線、雷を落とし恐

ろしい音を鳴り響かせ、また大雨を降らせる。そしてその後、モーセの指示で以前の静寂さが

戻った。 
しかしながら依然としてファラオは自分の意志を変えようとしない。そこでモーセは、彼の

魔法の杖で大地をたたき、瞬く間にいなごの大群を出現させた。そのあまりにも多くのイナゴ

により、空は暗くなるほどであった。彼がもう一度杖でたたくと、すべては元に戻った。 
 この旧約聖書のドラマの終焉は、よく知られているように、エホバが干渉してエジプト人す

べての長男を殺し、それによりファラオは、しかたなくヘブライ人を解放する。 
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その後モーセは魔法の杖で紅海の水を割り開き徒歩で渡る。イスラエル人たちを追って来た

エジプトの兵が近づくと、モーセは杖の一振りで紅海の水を元通りに戻し、追手は海に飲み込

まれてしまう。 
多くの偽のオカルト主義者たちは当然のごとく、この話を読んで、自分たちも同じようなこ

とをしたい、同じような力を持ちたいと願うだろう。しかし、私たちの内部の心理に「我
が

」が

存在し、それが自己の意志を押さえつけている間はそれは不可能である。 

多くの「我
が

」により瓶詰めにされている本質は、「アラジンの魔法のランプ」の中の、自由

を夢見ている魔人である。この魔人が自由の身になった時、奇跡を行うことができる。 
本質は「意志―意識」であり、それは残念ながら私たち自身の現状の美徳により機能する。 
意志が自由になる時、それは宇宙の意志と一体になり、混ざり合い、それにより自立する。 
宇宙の意志と合体した個人の意志は、モーセの行ったごとく、数々の奇跡を行うことができ

る。 
私たちの行動には 3 種類ある。 
   A） 事故の法則にしばられるもの。 
   B） 存在ごとに繰り返す、回帰の法則に属すもの。 
   C） 意志‐意識によって自主的に決められた行動。 
当然、エゴの死によって意志を自由にした人のみがその自由意志から生れる、新しい行動を

実現することができる。 
人類の通常の行動は、常に回帰の法に従って繰り返されているか、または機械的な事故の結

果でしかない。 

真に自由意志を持つ人は、新しい環境を作り出すことができ、多くの「我
が

」に瓶詰めにされ

た意志を持つ人は、環境や状況の犠牲者である。 
聖書には、高度な魔術、透視能力、預言、奇跡、変身、死人の組成、息を吹き込んだり、手

を当てたり、鼻のつけ根をじっと見つめたりすることによる治療等々が記されている。 
聖書にはまた、マッサージ、聖油、磁力のパス（手かざし）、病気の部分に唾液をつけるこ

とによる治療、他人の考えを読むこと、恍惚、テレポート、空から聞こえる声など、その例は

豊富にある。これらは、自由な解放された意志のなす技である。 
妖術師、呪術師、黒魔術師等は、雑草のようにどこにでも多くいる。しかし彼らは、聖人で

も、預言者でも、白の友愛結社の一員でもない。 
今、この場所で自分自身の中で根本的に死ななければ、誰一人として真の悟りに達すること

も、意志‐意識の司祭になることもできない。 
多くの人々が、悟りを得ることができないという文句や、超能力や、魔術師になるための鍵

を要求する手紙が届くが、彼らは自己観察をし、自己を知り、「我
が

」に押さえつけられた意志、

本質を自由にすることには興味も示さない。 
この種の人々は当然失敗する。この種の人々はパワーばかりを望み、自分自身の中での死な

ど頭の片隅にも存在しない。 
間違いを消滅させること、それ自体は魔法のようにすばらしいことである。それには、厳格

な心理的な自己観察が必要である。 
「意志」のすばらしい力が自由になった時、奇跡を実現することができるのだ。 

しかし、残念ながら人々は多数の「我
が

」によってその意志が瓶詰にされており、したがって

意志は複数に分割されて、それぞれの美徳によってコントロールされている。 

ということは、それぞれの「我
が

」はそれゆえ、その無意識な意志を持つということが理解で

きるだろう。 

これらの多数の意志は、「我
が

」によって押さえつけられ、頻繁にぶつかり合う。それにより、

私たちは無力で弱く、みじめで状況の犠牲者になるのだ。
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第 29 章 
斬首 

 
自己心理に対するワークをすればするほど、私たちは自分の内部から、私たちをいまわしい

者とするもの全てを消滅させる必要性を徐々に理解する。 
人生における最悪の状況、きわどい状況、最も困難なときは常に、内なる自己探求の素晴ら

しい機会となる。 
これらの思いがけない、きわどい瞬間、私たちが期待していない時にこそ、深く隠された

「我
が

」が出現する。その時、私たちが油断なく警戒していれば、当然これらの「我
が

」を発見す

ることができる。 
反対に人生がまったく穏やかで、何の問題もない、という時は、実は自分に働きかけるワー

クにはあまり望ましくない時期である。 
一生の内には、極端に複雑な問題に出合う時があり、そういった時には自分と問題を同一視

してしまいがちで、自分自身を完全に見失ってしまう。そんな時には人は取り返しのつかない

馬鹿げたことをしてしまう。しかし、その時に注意をしていれば、理性を失うかわりに自己を

思い出し、そして自分の中に存在していることさえ想像もしていなかった、いくつかの「我
が

」

を発見して驚愕する。 
自己観察の意義は、現在はすべての人類において衰退してしまっているが、真剣にワークを

することにより一瞬一瞬自己観察をおこたらずに実行すれば、進歩的に発展させることができ

るだろう。 
自己観察を継続的に実行することにより、その意味は発展し、自分でも想像もしていなかっ

た「我
が

」の存在を体験として知ることが出来るようになる。 

私たちの内部に住む多数の「我
が

」は、内的な自己観察によって対峙されると、それら一つ一

つによって性格づけられる私たちの欠点、およびそれに関連する数々の形態を取る。 

当然、「我
が

」のイメージには、それぞれ独特の心理的な色合いがあり、私たちはそれを特徴

づける欠点、本性を本能的に感じ、理解する。 
最初は秘教家も、どこから始めればいいのかわからない。自己心理に働きかけなければなら

ない必然性は感じても、完全に迷ってしまってどこに向かえばいいのかわからない。 
困難な瞬間、最も不快な時、逆境にある時に、それらの機会を利用して、自分の内面の動き

に注意を払い、欠点が最も強く現れ、緊急に消滅させなければならない「我
が

」を発見する。 
「怒り」から始めてもいいし、「自尊心」から始めてもいい。または例の「動物的性欲」か

らでもいい。 
真に自分を変えたいと願うなら、日常生活の中で自分の心理の動きを観察し、注意すること

が必要である。 
毎晩寝る前に、その日に起こった出来事を反省することは大変有効である。恥ずかしく感じ

るような状況やアリストファネスの高笑い、ソクラテスのかすかな笑顔など。 
笑いやその場にふさわしくない視線によって、誰かにいたたまれない思いをさせたかもしれ

ない。 
純粋な秘教主義においては、「善」とはあるべき場所にあるものは全てのもので、「悪」と

は場違いのものすべてである。 
水は、あるべき場所にあれば有益だが、洪水になると同じ水でも被害を与え、有害なものに

なる。 
火も、台所のそれがあるべき場所にあれば役立ち「善」だが、あってはならない場所では居

間にある家具を焼いてしまい、有害、「悪」となる。 
いかに素晴らしい美徳でも、それがあってはならない場にあれば「悪」、有害となる。美徳

によって私たちは他人を傷つけることができるのだから、それに応じたふさわしい場所を心得

ることが必要である。 
売春宿でキリストの教えを説く牧師について、どう思うだろうか。家に押し入った強盗たち

が自分の妻や娘たちに乱暴を働くのを見て、彼らを許すよう神に祈るような温和な男について、
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どう思うだろうか。このように、度を越した寛容さ、隣人のためにつくすのだと言って、自分

の家に食物を持って帰るかわりに悪どい物貰いにお金をばらまき、殺人犯のためにナイフを手

に入れてやる世話好きの男について、どう思うだろうか。 
親愛なる読者よ、詩の心地よい韻律の中にも、罪悪が隠されていることを忘れてはならない。

悪人の内に多くの美徳が存在するように、徳の高い貞潔な人の内にも、多くの悪が潜んでいる。 
信じがたいかもしれないが、祈りに満ちた空間の中にさえ、罪悪が隠されていることがある。 
罪悪は聖人に変装し、最良の美徳を利用し、受難者のように現れ、神聖な寺院で儀式を行う

ことさえある。 
自己観察を常に使用することにより、その感覚が自己の中で発展するにしたがって、個人の

性格の基礎となる全ての「我
が

」を発見し始める。自分は楽観的であるとか、神経質だとか、怒

りっぽいとか苛立ちやすいとか、などだ。 
親愛なる読者よ、あなたは信じないかもしれないが、私たちの気質の裏側には、心理の奥深

くに潜む、のろわしい悪魔的創造物さえ存在する。 
この種の創造物を見、そしてこれらの地獄の怪物の間にがんじがらめになっている私たちの

意識の解放は、内なる自己観察の感覚の終わりなき発展により可能になる。 
これらの地獄の創造物を壊滅させないうちは、存在してはならないいまわしい者がその奥深

くに存在し続けることは疑いの余地がない。 
ここで最も重症なのは、当人は自分自身がいまわしい存在であることに気付かず、自分は美

しく公正で、善人であり、他人は無理解で恩知らずで、自分のことをちっとも理解してくれず、

自分は他人につくしているのに返ってくるのは裏切り行為ばかりだ、などとと嘆くことである。 

秘教のワークは、ある「我
が

」を溶解しようとしている時、困難な状況にある時、予想もして

なかった「我
が

」（心理的欠点）を発見する時など、内的な自己観察によって、ある瞬間に自ら

直接検証することができる。 
日常生活の中で、自分が何が 1 番好きか、1 番嫌いか、考えたことがあるだろうか。自分の

行動の隠された理由を深く考えたことがあるだろうか。なぜ美しい家を欲しいと思うのか。最

新の車を欲しがるのか。流行のファッションを身に着けていたいのか。自分はどうして強欲で

ないことを求めるのか。今この瞬間に最も不愉快に思っていることは何か。きのう、1 番うれし

かったことは何か。この瞬間、なぜ誰それに優越感を感じているのか。誰かに優越感を感じた

のはいつか。自分の利益となる話をする時に、なぜうぬぼれを感じるのか。知人の噂話を聴い

ている時に、なぜ口を閉ざしていられなかったのだろうか。マナーだからと言って 1 杯の酒を飲

むだろうか。自分がタバコを吸わないのに、嫌だと言えず、馬鹿にされるのが嫌で無理に吸う

だろうか。他人との話の中で、真実だけを話したか。いつ、自分で自分に言い訳をするか。い

つ自慢をするのか、何度も話した成功話を、いつまた繰り返すのか。自分が虚栄心の塊である

こを理解しただろうか。 

内的な自己観察の感覚によって、溶解しようとしている「我
が

」を明確に見ることができるだ

けでなく、内的なワークの決定的で明白な結果を見ることができる。 
不幸にもあなたの性格を特徴づける、これら地獄の創造物、心理的ないまわしいものは、初

めは海の底に存在する最も醜い怪物よりも恐ろしく、地球上のジャングルの奥深くに存在する

怪物よりも醜いが、このワークを続けることにより、自己観察を通して、自分の内部に存在す

る、例の醜い怪物はだんだん小さくなり、その力が失われていくことを実感するだろう 
そしてこれらの怪物が小さくなり、力が失われ行くにしたがって、その代わりに、それは美

しさを取り戻し、だんだん子供のような形になっていく。 
そして怪物を完全に崩壊させ、宇宙のチリと化した時、閉じ込められていた本質が解放され、

自由になり目覚める。 
当然のことながら、マインドは心理的欠点を根本的に変化させることはできない。知性は欠

点に名前をつけ、それを正当化し、一つの場所から別の場所へと移したりすることはできても、

それを根こそぎ絶滅させ、崩壊させることはできない。 
それには、マインドより強力な、炎のような力が緊急に必要である。私たちの心理的欠点を

宇宙のチリと化することのできる力が。 
幸運にも、その力は私たちの内に存在する「蛇の力」である。これは、昔の錬金術師たちが
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「ステラ・マリス（海の聖母）」と呼び、ヘルメスの価額で「アゾス」と謎めいた名で呼ばれ

た「火の力」であり、古代アステカの「トナンツィン」であり、私たちの内に存在する母なる

神として偉大な神秘的古代文明の中で「聖なる蛇」に象徴される、私たち自身の内なる「存在」

の一つの顕現である。 

ある特定の心理的欠点（「我
が

」）を観察し、深く理解した後、自分の宇宙の「母」に（私た

ちそれぞれに一人ずつ存在する）それを絶滅させ、崩壊させ、宇宙のチリと化すよう心から願

う。そうすると、私たちの内なるワークの対象であるその「我
が

」は、確実に少しずつ小さくな

り、粉々になって行く。 

どんな「我
が

」も一瞬のうちに消滅されることはないため、当然これは深く継続的なワークの

成功を意味する。内なる自己観察の感覚により、私たちがその絶滅を真に願っているいまわし

いものの消滅に関する、内的ワークにおける進歩を感じ取ることができる。 
信じがたいかもしれないが、ステラ・マリスは人間の性エネルギーのアストラル界でのシン

ボルである。 
ステラ・マリスが、私たちが心理的世界に抱えている怪物たちを絶滅する効果的な力を持つ

ことは明らかである。 
洗礼者ヨハネの斬首は感慨深いものだ。斬首なしに根本的な心理的変化は不可能である。 
私たち自身の「存在」の表現である「トナンツィン」、「ステラ・マリス」は、私たち自身

の心理の奥底に潜在していながら、人間には知られていない電気的な力であり、明らかに、す

べての「我
が

」の首を切り、最終的な消滅させる力を持っている。 
「ステラ・マリス」はすべての有機体、非有機体の中に潜在する、「賢者の火」である。 
心理的衝動は、この火の強力な作用を誘発し、そして斬首が可能になる。 

「我
が

」のいくつかはこの心理的ワークの初期に首を切られ、また中間に他の物が首を切られ、

最後に残ったエゴが後期に首を切られる。「ステラ・マリス」は炎の性能力の力であり、実行

すべきワークに関して完全に意識的であるため、斬首の最適な時期もすべて心得ている。 
淫乱、悪口、盗み、ねたみ、不貞（隠れたもの、また明るみに出たものも）、金銭欲や霊的

なパワーへの欲などの心理的醜行のすべてが絶滅されない内は、いかに自分は正直で、責任感

が強く、親切で情け深く、美しい心を持つなどと信じていようが、見た目は美しいが、内側は

腐敗して、むかつくような異臭を放っている色褪せた石棺でしかない。 
博学で、偽の物知りで、西から東から、北から南から聖なる書物やオカルトまがい、秘教主

義まがいのものに関する情報を集め、情報収集は確実で、妥協をを許さない強情な分派根性を

持ったりすることは、実際何の役にも立たない。なぜなら、最終的にそれらの根底にあるもの

は、私たちが見て見ぬふりをしている己の地獄の創造物、呪い、美しい尊敬されるべき顔や聖

人のローブの下などに隠された怪物なのである。 
私たちは自分自身に正直でなければならない。自分が何を望んでいるのか。ノーシスの教え

を求めるのは、単なる好奇心でしかないのか。真に望むものが「斬首」のプロセスを通るもの

でないのなら、自分自身をだましていることになる。私たちは自分の内部の腐敗したものを守

るべく、偽善行為を行っているのみである。 
秘教の知恵やオカルト主義の最も尊敬させる学校には、真に自己実現を求めつつも、自らの

内にある醜悪さの絶滅に身を捧げていない、誠実な間違った人たちが多くいる。 
精神浄化を果たすには、善意の行為を実行することだと考えている人が多く存在する。しか

し、私たち自身が内面に抱えているこれらの「我
が

」に集中的に働きかけない内は、それらの謙

遜と善意に満ちた表情の底に、怪物は存在し続ける。 
私たちは、自分が聖人の身なりをした邪悪な存在、羊の皮をかぶったオオカミ、紳士の服を

着た荒くれ者、聖なる十字の裏に隠れている冷血漢であるということを知る時が来た。 
寺の中や光と調和の広間では素晴らしい人に見え、他人からは冷静で、いつも優しく、敬虔

で謙虚であるように見えても、あの地獄の創造物、闘いの怪物が存在し続ける。 
「革命的な心理学」では、根本的な変化の必要性が明確にされており、これは自分自身の死

をかけた情け容赦のない、残酷な戦いを宣言することでのみ可能である。 
確かに、私たち一人ひとりは何の価値もない。私たち一人ひとりは、地球の汚点であり、の
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ろわしい存在なのだ。 
しかし幸運にも、洗礼者ヨハネが私たちに秘密の道を示してくれた。それは心理的斬首によ

る、自分自身の内での死である。 
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第 30 章 
永続的重心 

 
真の個性がなければ、目的を継続することは不可能である。 
心理的な個人が存在しなければ、私たちの中に多くの人々が住んでいて、責任のある主格と

いうものがなければ、誰かに目的の持続を期待することは馬鹿げている。 
一人ひとりの中に多数の人間が住んでいることは、私たちの周知の事実である。ということ

は、一人の人間の中に、真の責任感というものは存在しない。 

別の瞬間にまた別の「我
が

」が全く逆のことを言うという確実な事実があるため、ある時、あ

る「我
が

」が言うことに対し、真剣さは求められない。 
1 番重大なのは、多くの人々が、自分が道徳的責任感が強いと信じ、常に変わることがない

と言って自分をだましていることである。 
人生のある時点でノーシスの勉強を希望を持って初め、強い意志で、この課題に自分の存在

すべてを賭ける人がいる。 
そして、このような人たちを見て、他の人たちはその熱意に感嘆さえ感じる。 
これほど信心深く、本当に正直なこのような人たちの話を聞くと、人々は大変関心させられ

るものである。 
しかしながら、この初心は長くは続かない。ある日突然、正当な、または不当な理由で、あ

るいは単純な、または複雑な理由で、この人がノーシスを辞めてしまい、ワークをあきらめて

しまう。そして自分自身に言い訳をするために、他の神秘主義の組織に属し、自分はよりよく

やっていると信じる。 
このような人々の往来、すなわち学校やセクト、宗教に出たり入ったりするのは、複数の

「我
が

」が私たちの内部で、それぞれ優越を競っているためである。 

それぞれの「我
が

」は、独自の判断力や頭脳、考えを持っているので、このように、団体から

団体へ、理想から理想へと移り歩くのは、ごく当然のことである。この人自身、各「我
が

」の媒

体として使われる機械にすぎないのだ。 

神秘的な「我
が

」は宗教団体を次から次へと移り変わり、自分自身が神であると信じ込み、幻

の光を輝かせ、結局はいつか消え失せる。 

また他の人たちは秘教のワークをちょっとのぞき見するだけで、次の瞬間には他の「我
が

」の

誘いに乗って再び人生の波にのみこまれてしまう。 
人生にあらがわなければ、人生に飲み込まれてしまうのは明らかだ。真に人生に飲み込まれ

まいとする人はまれである。 

私たちの中に複数の「我
が

」が存在するうちは、私たちの内部に永続的な重心は存在しえない。 
すべての人が内なる自己実現を達成しない、というのは完全に普通のことである。目的の持

続なくして内なる自己実現は不可能である。自分の内部に永続的重心を持つ人はまれであるた

め、内なる自己実現をなしえる人の数も少ないのは当然である。 
人が秘教的ワークに大変熱心になって、後にそれを辞めてしまうというのは普通のことで、

ワークをあきらめずに目標に達する人はまったくまれである。 
真実の名において、確かに、太陽は複雑かつ大変困難な実験を行っているということをここ

で肯定しよう。 
間違って「人」と呼ばれる、知的な動物の内部には、それが正しく育てば太陽人間のになり

うる種子が存在する。 
しかしながら、この種子が育つかどうかは確実ではない、ということを明白にしておく必要

がある。その種子が退化し、残念ながら死んでしまう。 
これらの、私たちを太陽人間に変化させる種子には、それに適した環境が必要である。人間

の性腺内に置かれたこの真実の種子が芽を出すためには、目的の持続と正常な肉体が必要なの

である。 
科学者たちがこれらの内分泌腺を使った数々の実験を続けると、この「太陽人間」に育つ種
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子の成長の可能性は失われてしまう。 
信じがたいことかもしれないが、蟻はすでに似たようなプロセスを、この地球がまだ若かっ

た遠い昔に経ている。 
蟻の城を見ると、その完璧さに驚かされる。どの蟻の巣でも、その秩序と階層の素晴らしさ

には目を見張るものがある。 
意識を目覚めさせ、秘儀に通じた人たちは、神秘的な体験によって、歴史学者たちが創造も

しない遠い昔、現在の蟻たちの本質が人類として力強い社会主義文明を築いていたことを直接

知ることができる。 
その後その種の独裁者が例外のない全体主義を求め、宗教や自由意志というものが彼らの力

を弱めているということで、様々な宗教団体を排除し、自由意志を制限した。 
この状況下にあり、個人の主導性や宗教の自由を奪われ、理性ある動物は退化と堕落の道へ

と堕落していった。 
以上の事実以外にも、臓器移植、内分泌腺移植、ホルモン実験などの人体科学実験が行われ、

その結果として彼らは徐々に小さくなり、形態上の変質をきたし、最終的に彼らは、現在私た

ちが知っている、あの蟻に化したのである。 
彼らのこの文明での社会的秩序は次第に機械的なものとなり、それは親から子へと受け継が

れていった。今日、蟻の巣を見ると、その秩序と組織に驚かされるが、その知性の欠如には、

憐れみを感じずにはいられない。 
もし私たちが自分自身に働きかけなければ、私たちは退化し、驚くほど堕落する。 
太陽が大自然の実験室の中で行っている実験は、困難なだけでなく、その成果も大変少ない。 
太陽人間の創造は、私たち一人ひとりの中に真の協働がある場合にのみ可能である。 
私たちの内部に永続的重心がないうちは、いかにしても、月の力から自由になることは不可

能である。 
心理の中に永続的な重心がないのに、どのようにして目的を持続させることができるだろう

か。 
太陽によって創造された種族は、その創造および太陽の実験の目的に利用される以外、この

自然の中での目的はない。 
太陽がその実験に失敗すれば、その種族への関心はなくなり、事実、破壊と退廃が余儀なく

される。 
地球上にこれまで存在した人類はそれぞれ、この太陽の実験に貢献してきた。太陽は、この

人類の中から、数少ない太陽人間を収穫した。 
人類が成果を出すと、それらは徐々に地球上から姿を消すか、大災害により終わりを告げる。 
太陽人間の創造は、月の力から独立すべく戦うことによって可能である。私たちの心理に住

む「我
が

」たちは、明らかに月のものであることは明らかである。 
私たちの内部に永続的重心のない内は、いかにしても、月の力から自由になることは不可能

である。 

目的の持続なしに、どのようにして複数の「我
が

」を溶解することができるだろうか。心理の

中に永続的な重心を構築せずに、どのようにして目的を持続させることができるだろうか。 
現在の人類は、月の影響から独立する代わりに、太陽の知性に対する興味を失い、退化、退

廃の運命をたどる。 
真の人間が、進化の機械性によって生まれることは不可能だ。進化と退化は、大自然全体の

創造物すべての軸を成す単なる 2 つの法則である。決められたある点まで進化し、その後は退化

のプロセスが始まる。上昇すればその後には降下があり、その逆もしかりである。 

私たちは様々な「我
が

」にあやつられるまったくの機械でしかない。そして、大自然の営みに

仕えているだけだ。秘教主義者まがいやオカルト主義者まがいがよく間違って言うように、絶

対的な個性というものは、私たちは持ち合わせていない。 
私たちは、人の種子が実を結ぶよう、緊急に変化しなければならない。 
目的の持続と真の意味での道徳的責任感を持って自分自身に働きかけることによってのみ、

私たちは太陽人間に変身することが可能である。つまりそのために、自分自身に働きかける秘

教のワークに、全身全霊を捧げることが必要である。 
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進化の機械性によって太陽の状態に到達することに希望を持っている者は、自分自身を欺く

こととなり、実際、退化と退廃の運命をたどる。 
秘教のワークにおいては、多様性を持つ贅沢はできない。移り気に、今日は心理に働きかけ

て、明日は人生に飲み込まれたり、秘教のワークを止める口実や理由を探したりする人々は、

退化、退廃していく。 
また中には、間違いを正すことを先延ばしにする人がいる。経済的にもう少し楽になったら

とか、後で手が空いてからとか、すべてを明日に先送りにしてしまう。これらの日々とは、太

陽の実験が彼らの個人の判断や、周知の計画とは全く異質のものであるということを知らない

でいる。 
私たちが内部に月を持つ間は（エゴは月に属する）、太陽人間になることはたやすいことで

はない。 
地球には 2 つの月がある。2 つ目の月はリリットと呼ばれ、例の白い月よりも、もう少し遠

いところに位置する。このリリットはとても小さいため、天体学者たちはそれを米粒のような

点として見る。これが黒い月である。 
エゴの最も邪悪な力はリリットから地球へ届き、非人間的、けだもの的な心理を生み出す。 
血なまぐさい犯罪、歴史に残る最も邪悪な集団殺人、想像だにしなかった罪悪等は、リリッ

トからの振動波によるものである。 
私たちが内に抱えるエゴを通して人間の中に表現される月の影響は、私たちを真の敗北者に

する。 
この月の二重の力から自由になるために全身全霊をかけて自分自身の心理に働きかけること

の緊急性が見えなければ、私たちは月にのみこまれてしまうはめになる。そして退化し、退廃

し、無意識状態からさらに下のインフラ意識の状態へと落ちていく。 
ここで最も重大なのは、私たちが真の個性を持っていないことである。もし永続的な重心を

持っていれば、私たちは太陽人間になることを成し遂げるまで真剣に働くだろう。 
この問題には、数多くの弁解、口実、言い訳が存在し、また数多くの魅惑的な誘惑もあり、

実際秘教のワークの重要さを理解する妨げに事欠かず、それをほとんど不可能にする。 
しかしながら、私たちの内にある自由な意志の小さな光と実用的なワークに向けたノーシス

の教えが、この太陽の実験の目的に沿えるよう、私たちの基礎として役立つ。 
しかし、移り気なマインドはここで私たちが言っている意味を理解しない。この章を読み、

後に忘れてしまう。その後他の本を読み、その後また別の本を読み、結局は楽観的に死後の世

界の楽しさを保証する「天国行きのパスポートを売る団体」に加盟することになる。 
人間とはそういうものである。見えない糸で操られる、操り人形、移り気な機械的な人形の

ように、持続する目的を持たない。 
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第 31 章 
ノーシスの秘教のワーク 

 
ノーシスを学び、本書の中で示す真剣に自分に働きかける実用的な教えを実生活に応用する

ことは緊急である。 

しかしながら、どのような「我
が

」にしろ、まず観察しなければそれを溶解に導くワークをす

ることはできない。 
自己の観察により、私たちの中に一筋の光が差し込む。 
どのようなエゴでも、頭では一つの表現をし、心では他の表現をし、性においてはまた別の

表現をする。 
捕らえたエゴは、私たちの生体機能の 3 つのセンターで観察する必要がある。 
他の人達との関係性の中でも、戦場の見張りのように警戒を怠らず自己観察をすることによ

り、私たちは自分自身を発見する。 
いつ、あなたの虚栄心が傷つけられたか、自尊心はどうか。日中 1 番いら立ったのは何が原

因だったか。なぜ問題に巻き込まれたか。その底に潜む原因は何か。このように観察、分析す

ることだ。頭、心、性の 3 つのセンターを観察することだ。 
日常生活は、すばらしい試練の場である。他人との関係や反応の中で、私たちの内部に潜む

「我
が

」を発見することができるからである。 
何らかのいら立ち、あるいはハプニングが起こった時に自己観察することにより、自尊心、

ねたみ、嫉妬、怒り、強欲、中傷、淫乱などの「我
が

」を発見するに至る。 
他人を知るには、まず自分自身を知る必要がある。客観的な目で自分を見る方法を、緊急に

習う必要がある。 
他人の立場で見てみると、気になっていた他人の欠点が、実は自分の中にあふれていること

に気付く。 
隣人を愛することは必要不可欠だが、この秘教のワークにおいて、他人の身になることを習

わなければ、他人を愛することはできない。 
残忍性は私たちが他人の身になって考えることができない内は、地球上に存在し続けるだろ

う。 
しかし、自分自身の欠点を直視する勇気のない者が、いかにして他人の身になって考えられ

るだろうか。 
なぜ他人の欠点ばかりを見なければならないのか。 
初めて会った人に反感を感じるのは、私たちが他人の身になることを知らず、隣人を愛せな

い、また私たちの意識があまりにも眠りこけていることを示している。 
誰かに反発を感じるが、どうしてだろうか。酒飲みだからか、自己観察をしよう。自分の長

所はそれほど確かなものだろうか。自分の内部に陶酔の「我
が

」が本当にないだろうか。 
酔っ払いが馬鹿げた行動をするの見て、その中に自分を見、「彼は自分である。自分は何と

馬鹿げたことをしているのだろう。」と言う方がずっといい。 
あなたは正直で善良な女性であり、だからある女性に反感を抱いているのか。なぜ自分の長

所を、それほど確かなものだと思うのか。あなたの内に情欲は存在しないと信じているのか。

あの女性は信用がおけず、スキャンダルばかり起こし、好色だから、よこしまな人間であると

考えるのか。その女性の中にある情欲や好色が自分の中にないと確かに言えるだろうか。 
内的な自己観察をし、深い瞑想の中で、それほど憎む相手の立場に自分を置いてみるほうが

ずっと有益である。 
ノーシスの秘教のワークの価値を理解することは緊急である。真に根本的な変化を求めるの

なら、このワークを理解し、その価値を感じることは必要不可欠である。 
隣人を愛することを知り、ノーシスを学び、この教えを人に教えることが重要である。そう

でなければ、再び利己主義に陥ってしまうことになる。 
自分自身に対する秘教のワークに身を捧げつつ、これは自分のためだけのものと考え、他人

に伝えることをしないなら、隣人愛の不足によって、彼の内的な進歩は困難なものになる。 
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「与える者は授かり、より多く与える者はより多く授かる。しかし何も与えない者は、すで

に持っている物まで奪い取られる。」これが法である。 
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第 32 章 
心理的ワークにおける祈り 

 
観察、審判、そして死刑執行。これがエゴ溶解のための 3 つの基本要素である。 
１、観察する 
２、審判する 
３、死刑執行 
戦争においては、まずスパイはまず観察され、次に裁判にかけられ、そして、最後に銃殺さ

れる。 
他人との関係の中に、自己の発見、自己の曝露が起こる。社会における隣人との共同生活を

拒否することは、自己の発見を拒否することである。 
全く無意味に思われるような出来事でも、その原因として自分の中に存在する役者、心理的

集合体、「我
が

」が存在することは明らかである。 
自己の発見は、私たちが警戒している時、新しいことに注意している時に可能となる。 

現行犯として捕えられた「我
が

」は、注意深く私たちの頭、心、性において観察されなければ

ならない。 

性欲の「我
が

」は、例えば心においては「愛」の表現をとり、頭においては「理想」の表現を

とることもある。しかし、性におけるその表現に注意を払うと、間違いなく病的で情欲的な興

奮が感じられる。 

どの「我
が

」であろうが、「我
が

」は決定的に審判されなければならない。その「我
が

」を被告席

に座らせ、容赦なく判決を下すことが必要である。 

そして、真に心理から排除したい「我
が

」を理解したいと願うなら、言い訳、口実、理屈、考

慮は消滅させなければならない。 

死刑執行は別である。どの「我
が

」でも、前もって観察し、判決を下さいない限り、死刑執行

はできない。 

溶解にあたっては、心理的ワークにおける祈りが必要不可欠である。特定の「我
が

」を真に抹

消したいと願うなら、マインドよりも高度な力が必要である。 

マインドのみでは、どの「我
が

」も壊滅させることはできない。これは反論の余地がない。 

「祈る」ことは神と話すことである。真に「我
が

」を絶滅させたいと心から願うのであれば、

私たちの内深くに存在する母なる神に懇願しなければならない。母を愛さない、恩知らずな子

供は、この自分自身に関するワークに失敗するであろう。 
私たち一人ひとりに、聖なる母が存在する。彼女は私たちの「真の存在」の一部であり、そ

の表現である。 
すべての古代民族は、私たちの精神の奥深くに存在する「母なる神」を崇拝した。永遠なる

女性的原則は、イシス、聖母マリア、トナンツィン、シベレス、レア、アドナイ、観音などで

ある。 
この物理的世界において父親と母親がいるならば、「真の存在」の奥深くにも秘密にましま

す「父」と「聖なる母」クンダリーニが存在する。 
天には、地上にある人間の数だけ「父」が存在する。「母なる神」とは、秘密にまします

「父」の女性的形状である。 
「彼」と「彼女」は私たちの内なる「真の存在」の卓越した部分である。「彼」と「彼女」

は私たち自身の「真の存在」であり、心理的「我
が

」をはるかに超えるものである。 
「彼」は「彼女」に展開し、指揮を執り、導き、教える。「彼女」は絶え間なく自己へ働き

かけるワークを条件に、私たちの内部に存在する望ましくない要素を消滅させる。 
根本的な「死」に至った時、すなわち、数多くの意識的なワークと自発的な苦難を超え、望

ましくない心理的要素をすべて除去した時、その時こそ「父＝母」は一体となり完全になる。

そして私たちは、善と悪とを超越した聖なる存在となる。 
私たち個人の聖なる母は、その炎のパワーをもって、あらかじめ観察され、判決を下された
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「我
が

」をすべて、宇宙の土埃とすることができる。 
私たちの内なる「聖なる母」に祈る時には、特別な形式は必要ない。ごく自然に、シンプル

に、彼女にお願いすればいい。子供が母親に話す時には、特別な形式など存在せず、心から湧

き出る言葉で話す。ただそれだけだ。 

どのような「我
が

」も、即時に溶解されることはない。私たちの聖なる母は、一つの「我
が

」を

溶解すべく全力を尽くして働き、苦しむのである。 
内向的になりなさい。祈りを自分の内に向け、奥深くに存在する聖なる母を探し求めなさい。

そして誠意をもって懇願することで、「彼女」と話すことできるだろう。そしてあらかじめ観

察し、判決が下された例の「我
が

」の絶滅を願うのだ。 
自己観察の感覚が成長すると、このワークの前進を実感として感じることができるようにな

る。 
理解と洞察は基本である。しかし、「自分自身」の全滅を真に望むのなら、もう一つ必要な

ものがある。 
マインドは、どんな欠点でもレッテルを貼ったり、ある場所から別な場所へ移動させたり、

公開したり、隠したりすることはできる。しかし根本的にそれらを変質させることは決してで

きない。 
それをするには、マインド以上の特別な力が必要である。その力は、どんな欠点でも灰と化

す、強い炎のような力である。 
ステラ・マリス、聖母、私たち自身の聖なる母こそが、その力を持ち、心理的欠点を灰に化

することができる。 
私たちの聖なる母は肉体や執着、マインドを超えた、奥深いところに住んでいる。彼女はマ

インドの力をはるかに超えた、「炎の力」である。 
私たち個人の宇宙の母は、大いなる智慧と愛、そして力を所有する。彼女の中には、絶対な

る完全性が存在する。 
善行、または善行の繰り返しは残念ながら何の役にも立たず、それでは何も達成することが

できない。いかに毎日「性欲にかまけない」と繰り返しても、淫乱、好色の「我
が

」は私たちの

心理の底に存在し続ける。 

「もう腹を立てない。」と毎日繰り返しても意味がない。怒りの「我
が

」は私たちの心理の底

に存在し続ける。 

「強欲はもう捨てよう。」と毎日思っても意味がない。強欲の「我
が

」は私たちの心理の底の、

様々な場所に存在し続ける。 
いかに俗世界から遠のいて、出家したり、僧院や洞窟に閉じこもっても何の役にも立たない。

己の内には「我
が

」が存在し続ける。 
このような修行僧の中には、厳格な訓練で短期間だけ聖人のような無我の境地に到達し、俗

人からはとうてい理解できそうにない物事を見たり聞いたりする人たちがいるが、その心理の

内には「我
が

」が存在し続けるのである。 

厳格な絶え間ない修行により、本質が「我
が

」から脱して無我の境地に至ることが可能である。

しかしながら、この無我の境地の喜びの後には、また再び本質は自分自身の中に戻る。 

「我
が

」を溶解することなくこの無我の境地に慣れた人々は、自分が解脱に至ったと早合点し、

自分自身をグル（導師）かマスター（大師）であると信じ込み、自己催眠のように退化に沈み

込んでいく。エゴの存在がないところでの、神秘的な恍惚や無我の境地、魂の幸福自体を悪い

と言っているのではない。ただここで強調したいのは、魂の最終的な解脱のためには、「我
が

」

の絶滅が必要である、ということである。 

修行を積み、「我
が

」から脱することに慣れた修行僧の本質は、肉体の死後もそれを何度か繰

り返し一時の恍惚を満喫するが、結局はアラジンのランプの魔人のように、瓶の中、すなわち

エゴ、自分自身の中に戻ってしまう。 
すると、もう一度肉体を与えられ、またもやその人生を繰り返すべく産まれてくるはめにな

る。 
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ヒマラヤ、中央アジアの洞窟の中で死んだ多くの神秘家の中には、いかにその弟子たちが彼

らを崇拝し続けようとも、現在では見向きもされないような凡人の存在であることが多い。 
いかに大層な魂の解脱でも、エゴの絶滅の必要性を考慮に入れなければ、結果として失敗の

道をたどるよりほかないのである。 
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終わりに 
 
 
本書はサマエル・アウン・ベオールの著書を、スペイン語の原書にできる限り忠

実に翻訳したものです。 
 
内容やノーシスに関するご質問、お問合せは、 
gnosishelp@gmail.com 
 
までご連絡ください。 
 
 
 
                            著者
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